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テディ・・・。
これは僕の名前だ。
ファミリーネームもミドルネームもない。
だって、生まれる前に両親はいなかったのだから・・・。
僕は昔、ハドソン家の長男として生活をしていた。
あの人が生まれるまでは・・・。
あの人が生まれて僕は知った。
僕は、この家族と何一つつながりが無いということを。
あいつらにとって僕はただの借り物の人間だったのだと・・・。
一家の僕に対する態度は、日に日に冷たくなっていった。
僕は、ついにハドソン家を出ていった。別に出ていけとは言われなかったがもうあの家族に僕がいる必要はどこにもないのだ。
　僕がいるこの場所。ゴッサムシティーは住むには厳しい場所だ。三日生きるだけでも大変なことだ。
〝捨てられた街〟
〝何もない町〟
いまの僕にピッタリさっ・・・。
一日中響き渡るパトカーのサイレン音、そして耳を貫く銃声音・・・。
僕は、今日この時からこの町で生きていくのだ。
生きるためならばなんでもした。
窃盗、強盗、暗殺、etc……
どれもお手の物さっ
なぜかって？
僕は一人じゃないからさ、神様はこんな僕に一つだけあたえてくれたものがある。それは、〝Trifle Dock（仮初の人形）〟僕はそう呼んでいる。これは自由自在に人形を操ることも出来るし、会話も出来る。人形だけが僕の唯一の理解者だ。
『君の捨てられた哀れな人形。』だと・・・。
　数か月もたたないうちに僕の名前は裏の世界では有名になった。
〝darkness boy (闇の子)〟とね。僕はゴッサムで最も治安が悪いとされている場所を住居としていた。水浸しのうえ、日中はほんの数時間しか当たらず、人が住んでいるとは思えない程の環境だった。そんな場所へわざわざやってくる馬鹿はいない。来れても帰ることは出来ない。
あの男がここへ来たのは、ある休日の午後だった。何人ものスーツ姿の男がやってきた。
僕はすぐにその辺にいるチンピラとは違うことを察した。
一つ深呼吸をすると一番奥にいる偉そうな男に尋ねた。
「何しに来たの？」
男は一歩前に出た。その男の顔は、半分が焼けただれていた。ゴッサムにいる者ならば誰でも知っている。
あいつは、トゥルーフェイスだ。
「ねぇ、なんの用？」僕は気づかれないように愛用のフォールディングナイフ（折り畳み式ナイフ）を手に取った。
「君を是非私のもとへ入れたい。」男は鋭く目をぎらつかせながら、静かに口を開いた。つまり入団の推薦？ということだ。
「僕みたいな子供は必要ないだろう、手下は山ほどいるじゃないか。」正直僕は、そういった面倒なことに興味は無かった。
「君ほど優れた者はいない。俺と来ればその実力を最大に発揮することが出来るだけではなく、このゴッサムを一網打尽に出来るぞ。」
「僕について知っているの？」
「知らない者などいない。」
「何をするの？」
「君が不利になることは何もない。今までより良い生活が出来るぞ。」話は淡々と続いた。どうせここに居たって良い事が起こるわけでもない。僕には迷いなど一つも無かった。今僕は再び誰かに必要とされているのだ。それだけで充分だ。


【視点→テディ】
入団して半年が過ぎた頃僕はかなりトゥルーフェイスからの信頼を受けていた。今ここに一人の男が天秤に懸けられている。さて、この裏切者をどうしようか。
「たっ・・・たすけてくれっ・・・。」男は腰を抜かし、恐怖のあまり焦点が定まっていなかった。
「わっ悪かった。な、なにも話していない。」三か月前この男はある盗賊集団に捕まり、命と引き換えにトゥルーフェイスに関するありとあらゆる情報を全て差し出していた。
「な、なにも言っていない。ほ、本当だ。」男は腰を抜かしたまま後ずさりをする。嘘つきめ。僕の耳は彼の声など通しやしない。僕らを売ったクズは捨てなくちゃね。
「じゃあね、おじさん。」
鉄の鈍い音と共に響き渡る悲鳴。
床に広がる生暖かい赤い水。
どれも本当に気に障る。
「裏切るからこんなことになったんだよ。」僕は横たわっている男の隣を横切った。
「グレーだな・・・。いやもっと暗いかな。」
翌日も相変わらずゴッサム中を駆け回っていた。どいつもこいつも相手にならない。
大抵のチンピラは僕が一人殺ると何か言いながら逃げていく。非道とか言ってたかな？
まあ、それもそうだ。だってが一人が二人になるのだから・・・・。

ゴッサムにいるほとんどの連中は色々なことを抱えた物ばかりだ。
借金、犯罪、夜逃げ、麻薬。
こんな者の為に警察もまともに動きやしない。表面だけは動くけれど。
まぁ、まともに受けていたら一日中外に出っぱなしだ。
僕は逃げ遅れた男の前に立つとこう言った。
「盗賊団だろうが、なんだろうが彼を邪魔する者は全部消すよ。」
彼に必要とされている僕がいる。そして僕には居場所がある。

　夜のゴッサムは一段と治安が悪い、立ち並ぶビル街を僕は夜鳥のように飛び回る。二日前に殺した男が漏らした僕たちに関する情報を全て削除するためだ。情報は運良く広まることもなく手下の手によって全て消去された。つまり、事件解決。と同時に僕に関する情報はもう何処にも存在しないという訳だ。思うと僕は、自分のことを良く知らない。両親は誰で、何処でどうしてこうなったのかもだ。不思議と誰一人として教えてくれなかったのだ。
「今度、大富豪で有名なリチャード家が大型客船でパーティーを開くそうだ。なんでも、金銀財宝および絵画などをお披露目するらしい。」シックなワイシャツを着ているトゥルーフェイスがゴッサムの夜景を一望しながら話した。
「・・・・・それじゃあ今度は、その豪華客船を狙うわけ？」いつもとやっていることは変わらないじゃないかと言わんばかりに僕は尋ねた。
「今回は、いつものように簡単にはいかない。」そう言いながらも彼の顔には何処か余裕があった。何か良い作戦でもあるのだろう。
「セキュリティーレベルは世界最高といっても過言ではない。無論ガードマンも名の知れた暗殺者を雇っている。」そう言うとトゥルーフェイスは茶色い封筒をガラステーブルに置いた。
「何これ？」
「パーティーのセキュリティーに関する情報だ。まぁ、セキュリティーに関しては他の手下に任せるとして・・・・。」トゥルーフェイスが話をしている途中で僕は彼に言い放つ。
「こんな物必要ないよ。面白味が無いじゃないか。」そういうとトゥルーフェイスは眉間にしわをよせた。その顔はもはや人ではなく、欲望に満ち溢れたゾンビの様に見えた。
「遊びじゃないんだ。わかったか？」トゥルーフェイスは扉を強く閉めて出ていった。僕は渋々その封筒を開けて見ることにした。どうやら僕は、厨房に侵入し合図と共に三階にある金庫まで行くことになっていた。厨房にガードマンがいるとは思えない。いるのは精々、大柄でナイフを持ったコックぐらいだろう。僕は一気にやる気を失った。取り合えず渡された資料を自室に持っていく。トゥルーフェイスから配給された部屋は十畳ぐらいの広さで、見の周りの品が全て揃っていた。言う事なしの部屋だった。何枚かの資料を取り出し、確認をする。招待客は五階と六階。四階の厨房と三階そして二階は立ち入り禁止になっていた。僕が担当する三階にいる主なガードマン（暗殺者）を確認する。
「この中で面白そうな人は・・・。」
シェーマス・ゴードン
　　リ　　・ステファン
　ギル　　・ウェルマン
タラス　　・イワノフ
全員高い実績を持っていた。
シェーマス・ゴードン、彼は名高い暗殺者、銃の使い手らしくその腕は百発百中であった。
リ・ステファン、武道に長けており冷静な判断力と犯罪心理学による高度な知識から確実に相手を捕える。
ギル・ウェルマンとタラス・イワノフ、この二人はゴッサムで有名な暗殺者金のためなら何でもすることで有名な二人組だ。
ギルは腕力に自信のある男で接近戦を得意とする。
一方タラスは、〝影のスナイパー〟と呼ばれるほど音もなく遠距離から相手を狙い撃ちにする腕を持っていた。いざこれほどの実力者を目の前にするとどうすれば良いのか解らなくなった。
僕はベッドにダイビングして天井を仰いだ。いや、何も考える必要なんてない。僕の普段の実力を出せばどうにかなるはずだ。
作戦は二日後に迫っている。財宝なんかどうだってよかった。
早くあの実力者たちと殺り合いたい。自分の強さを知るいい機会だ。
僕はまるで遊園地に行く前日のような気分になった。いや、もしかしたらそれ以上の気持ちなのかもしれない。

　結局昨日はいつ眠りについたのか全く覚えていない。
朝の身支度をして部屋を出るとトゥルーフェイスの部下たちが明日の作戦に向けて準備を始めていた。一方僕は手伝う事もなくコンテナの一角に座り最近発売されたばかりの入手困難なクリスマス限定キャンディーを舐めていた。
自分でも本当に年下のくせに舐めているなとは思う。
僕にも数年前まではクリスマスという日があった。もうあまり思い出せないが、ケーキやプレゼント、皆が楽しく過ごせる日〝家族〟と一緒に過ごせる日。そう、色で言うならば〝淡い黄色〟僕は感情を色で例える癖があった。〝～な感じ〟という表現が使えなかったからだ。
使えないというよりは、一体どんなことなのか理解できなかった。クリスマスは僕にとって〝淡い黄色〟の思い出でもあった。けれども今はそのような色など何処にもない。
夜風がゴウッと不意居て僕の体に当たる。

「Lost…」

僕は幼い頃から片時も手放したことがないクマのぬいぐるみをぎゅっと握りしめながらこうつぶやいた。

「テディは明日が待ち遠しい？」

クマのぬいぐるみは、何か言いたげそうな目で僕を見つめた。その日の夜、僕は久々に奇妙な夢を見た。その夢はとても鮮明だった。僕は病院にいる。見たこともない病院だ。誰かが僕に話しかける。奥の方では二人の大人が話し合っている。二人殺されたとか、何とか・・・・。僕の身体は全く動かない。そこで夢は終わった。







　　　作戦決行日
僕は普段通りの服を着た。
赤色の顔まですっぽり隠れるフード付きパーカーにジーパン、履き慣れたゴム製のサンダルといったごく普通の格好をする。
他の手下たちは、タキシード姿だったり、船員に紛れ込むために制服を着ていた。
港に到着すると大きな客船が姿を見せた。ぞろぞろと派手な服装の人たちが乗船していくのが確認できると僕たちは怪しまれないように、間隔を置きながら車から降りていった。
僕は車を降りると適当にそのあたりの家族に紛れ込んだ。
子供だからだろう、誰一人僕を怪しむ者はいなかった。僕は初めて見る客船に目を奪われていた。
デッキにあるプール、何百人も入ることができるであろうホール、カウンターバー、ホテル並みの客室にレストラン・・・・・。
船に乗っている気分ではなかった。この客船は六階建てだ。五階では来賓した人へ自慢の財宝を見せつけるためのパーティーが開かれる。
四階の厨房までは余裕に行くことが出来るがその後が問題だった。
三階に降りるためには三つの階段を利用しなくてはいけないのだが、何処もセキュリティーを破るのは困難だ。
そこで僕が抜擢された。

四階の厨房に入れば、子供一人は入れる大きさのダクトがあり、そこから三階に行くといくことだ。言うまでもないけれどもこのダクトはある一定量の重さしか耐えることが出来ないうえ、鉄板で造られているから少しでも音を立てるとかなりまずいことになる。他の手下たちは、セキュリティーシステムをハッキングした後に行動にはいるらしい。

　船が港を出たのは午後五時あたりだった。

僕はポケットに入っている小さな無線機の電源を入れた。
作戦開始は午後八時。
パーティーの開始で客が全員ホールに集まる時間にしていた。ということは、それまでは自由時間みたいなものだ。
何処からか漂う美味しそうな香りに釣られ、僕はレストランの方へ足を進めた。
「腹ごしらえでもしようか。」
僕がそう言うと、持っていたクマのテディが首を上下に振った。
流石、お金持ちが主催していることもあってビュッフェには僕が今まで食べたことが無い料理が沢山並んでいた。僕は何気なく昔見たテレビ番組を思い出した。
いつもはつまらない事しか放送しないのにその日は世界中のお菓子や料理を紹介していた。その中でも最も魅力的だったのは、シェフと名乗る人が、一つ一つの料理に美を与えていたことだ。見た目、味、香り、全てにこだわっていた。ナイフさばきも美しかったことを良く覚えている。実は僕があえて短いフォールディングナイフを愛用しているのはこのシェフのナイフさばきを見たためだ。じっと何を取るか考えていると、一人の女性船員が話かけてきた。]
「どうしたのぼく、取らないの？」急に話しかけられたため、返事がぎこちなくなった。
「あっ・・・・・これ・・・・。」僕は持っていたお皿にぎゅっと力を込めた。
「あっ、これ？食べえてみる？」船員は中腰になって話す。
「うん。」僕はそう一言返事をすると、視線をそらした。
「ぼく、今日は家族と来たの？」
「う、うん。」
・・・・・・〝家族〟・・・・？
きりりと息が詰まると共に殺意が芽生える。いけない。いけない。僕は、なんとか殺意を押し殺した。家族などいるわけがない。〝家族゛なんていない。本当はそう答えるべきだった。
でも、本当に家族はいないのだろうか？
彼は、トゥルーフェイスはどうなんだ？彼は僕を認めている。必要としている。
特別だと言っている。彼は家族なのか・・・・？
きっとそうだ。ハドソン家のように僕をいない者としてみられていない。
気が付くと僕のお皿は空っぽだった。余計なことを考えているから、ちゃんと味わうことが出来なかった。時計を見ると七時ちょうど、あと一時間で作戦が開始する。
僕が席を立つと、またあの船員が現れた。
「客室まで案内しますよ。」彼女はやさしい口調で恐ろしいセリフを吐いた。
僕は内心焦った。
客室なんかあるわけがない。そんなことがばれたら大変だ。だけど今ここで殺るわけにもいかない。殺れたら楽だがそれは悪手だ。僕は仕方なくとっても古典的な手を使うことにした。
「その前に、トイレに行きたいな。」
僕は出来るだけ無邪気な笑顔を作った。これは、彼女の中の母性本能をくすぐるためだ。それと同時に意味もなく恥ずかしくなる。もっと上手い言い方は無かったのかと自分に問いい詰めたくなった。しかし、この船員は鬱陶しいほど僕に付きまとってきた。トイレの前に着くと、彼女はここで待っていますよとでも言っているかのような顔をした。
「まいったなぁ。」
僕はトイレに入るふりをして、角から彼女の隙を狙っていた。
ふと、ほんの一瞬彼女が奥から来た夫婦に目を向けたごくわずかな間に僕は、五メートル先の角に向かって飛ぶように走った。
この時僕は初めてゴム製の靴の足音の静かさに感謝した。
一息ついたところで、僕は厨房を目指した。長い廊下を歩くにつれて、食欲をそそられる良い香りがしてくる。案の定厨房までは容易に行くことが出来た。
作戦開始まではまだまだ時間は余裕にあったが、もうあんなしつこい船員に絡まれるのは御免だった。そのとき手前の扉が重そうに開き、中から三人の男が現れた。
パーティーにしては不似合いな格好をしている。防弾チョッキにプロテクター、暗視用ゴーグルらしきものを持っている。僕は手前にいた高身長な色白の男とぶつかった。ぶつかってみるとよくわかる。相当鍛えているようだ。
「おっと・・・・。」男は慌てて止まった。どうやら全く僕の存在に気が付いていなかったらしい。青く見開かれた目が一瞬、深海のような不気味さを見せた。作戦はまだ開始されていないが、場合によってはここで殺るしかないと僕は身構えた。男は僕が害のない者だとわかったからだろうか、優しい瞳を向けて僕に話かけた。
「子供がこんなところにいちゃいけないよ。」男は僕が何者かも知らないのだ。だが、時期にわかる。あの時僕を殺れば良かったと。
男は先を急いでいたのか、そう一言話すと僕の横を歩いて行った。その足音が耳で聞こえなくなるまで僕は一歩も歩かなかった。
「失敗するにはいかない。」


　【視点→　リ・ステファン】

　今回俺は五千万円という良いとも悪いとも言えない金でこの客船に詰め込まれた宝の警備をしてくれと頼まれた。
正直に言うと俺の出る幕など無い。なぜかって？
わざわざ誰がガードについているのかを事前に公表しているからだ。
シェーマス・ゴードン　ギル・ウェルマン　タラス・イワノフ　そして俺、リ・ステファンこの名前を聞いただけでも尻尾をまいて逃げ出すはずだからだ。
俺らは決して仲間なんかじゃない。
敵になったことだって数回ある。ただ、今回はお互い金で雇わられている身だ。邪魔しないように協力するだけだ。
「よし、そろそろ配置につくか。」ギルはバックルを上げながら言った。
「そうだな。」シェーマスは銃の最終確認をしていた。
「そんなに構えなくてもいいんじゃないか。シェーマスどうせ、ここはゴッサム・・・落ちぶれた連中がうようよいる街だぜ何も起きやしねーよ。」ギルは鼻で笑った。
「・・・万が一だ。」シェーマスはドアノブに手をかけた。
「先に行くぞ、タラス。」奥で身支度をしているタラスに言うと、重い鉄板の扉を開けた。相変わらず図々しいシェーマスが一番に部屋を出た。
ドン。何かにぶつかる音がした。
「おっと・・・。」
シェーマスが慌てて止まる。そこに居たのは一人の少年だった。赤色のサンダルに着慣れたジーパン、赤色のパーカー。顔はフードで隠されてよく見えなかった。シェーマスが普段出すことが無いと思える声で
「子供がこんなところにいちゃいけないよ。」と言った。
少年はなにも言わずにただ立っているだけだった。
その場は何もせずに通り過ぎた。一瞬背筋を凍らせるような感覚に襲われ、振り向いてみると少年と目が合った。その目は赤く、獲物でも　狙っているかのようだった。
そんなはずはない。
俺は緊張でもしているのだろう。全てが敵に見えてしまう。
「シェーマス…あの少年を放っておいてよかったのか？」俺は、先頭で風を切るかの様にして歩いているシェーマスに話しかけた。
「ハハハ、お前あの少年が泥棒でもすると思っているのか。」シェーマスはフロア全体に聞こえるぐらいの声で笑った。
「いやあ・・・・あの少年・・・・。」何かが引っかかる。シェーマスが足を止めて俺の方に振り返った。
「あの少年に見覚えでもあるのか？それとも殺られるとでも言いたいのか？お前、確か犯罪心理学とかを専門にしていたらしいな。そんなものを勉強しているから何もかも犯罪者にみえるんだ。」
シェーマスの言う通りだ。
俺は冷静になる必要がある。しかし、俺があの時感じたものは何だったのだろうか・・・。やはり、あの時少年を捕まえとけばよかったかもしれない。俺は一方でそう思いながらも、再び少年のもとへ行って捕えようとはしなかった。












　　午後　　　八時　　作戦開始


　【視点→テディ】

ノイズ音と共に作戦開始の合図が聞こえた。
僕は厨房に侵入し、物陰に潜んだ。厨房では慌ただしく作業をしていた。皆、ホールに料理を運ぶため出入りが激しかった。僕はタイミングを見計らってダクトに侵入することが出来た。ここまでは予定通り。
ここからが、本場だ。音を立てずに素早く行かなくてはいけない。
狭いダクトの中を僕は、匍匐前進で進むとホールで挨拶しているチャード氏の声が聞こえる。
其の声は、いかにも映画にでも出てくる大富豪のように自信に満ちた声だった。
３階に続くダクトが見えた。
僕は気を抜かずに、慎重にダクトの両壁に足と手をくっつけ音をたてないようにゆっくりと降りる。
ダクトは僕がやっと入れる大きさだ。手足に力を入れて一つ一つの動作に気を使いながら降りていく。三メートルほど降り、ひとまずは第一関門を突破した。
近くの天井の通気口に誰も居ないことを確認し、一番手前のAフロアに降りた。フロア全体は鉄板のようなもので造られ頑丈な構造になっていた。どこにも身を隠せる壁などはない。進む方向は一つしかなかった。
なるほど。これじゃあ追撃されたら終りだな。
パパパン
短い銃声音が聞こえたどうやら始まったらしい。
「族が侵入したぞ、各自警戒態勢に入れ。」
先ほどまで静寂だったこのフロアは急に騒がしくなり始めた。
「クスッ・・・・こっちはいつでも準備オッケーだよ。」僕は指を鳴らした。
「・・・？子供・・おい！そこで何・・・。」
テディの髪の毛がぞわりと逆立つ。腰を低くかがめ、つま先に力を込めて一気に跳躍した。

およそ零点一コンマ後男は大量の血を吐き、ピクリとも動かなくなった。

倒れた男から溢れだした血が赤い輪を描いた。
「何をしているかだって？盗みに来たんだよ。」
テディは息のない男に近づき話しかけた。そうしているうちに目の前には敵が立ち並んでいた。
テディは立ちはばかる敵に向かって疾駆した。伸縮自在のスティックを取り出し風を切るように振りかぶる。
スティックの軌道を目で追うことは常人には不可能だった。スティックの形さえとらえることは出来なかった。
敵は銃を撃つことも出来ずにバタリバタリと倒れていった。












モニターでその状況を見ていた、ゴードン、ステファン、ウェルマン、イワノフはあっけにとられていた。
「今の見たか・・・。」シェーマスが目を見開いて話しかけた。
「あの少年は！」
そう叫んだのはステファンだった。やはり、あの時感じたものは殺気だったのだ・・・。それも今まで感じたことのないほどの殺気だ。
今まで多くの敵と戦ってきたがここまで自分自身に恐怖を与える奴なんかいなかった。
「はっははは、なに怖気づいているんだよ。」タラスが腕を組み余裕な表情で笑っている。
「舐めたガキだぜ、俺が少し躾けてくるわ。」タラスはそう言うと、腕をぐるりと一回まわし、部下を率連れて部屋を出ていった。一面が鉄の壁に囲まれた廊下を進むタラス。その後を重装備した部下が順序良く列をなしながら歩いていく。
「よし、このあたりで奴を仕留めるぞ。」タラスはそう部下に伝えると、幾つかのライフルケースから銃を取り出した。
「奴の姿が見えたら躊躇なく撃て。」タラスは銃を構えた。
タラスの部下たちが道を塞ぐように列になって構えていた。緊迫した空気の中、遠くから小さな音が徐々に聞こえてくる。
タッ　、　タッ、タッ・・・・
こちらに向かってくる足音。敵は間近だ。
「撃てっ。」タラスから放たれた声が先頭にいる部下に届く前に、銃声が響きわたった。
あられの様に降り注ぐ銃弾。
流石にこれをよけることなどできやしない。タラスは勝利を確信した。
数十秒後、ようやく銃弾は底を尽きた後、タラスは目にものを見せられる。
少年は何事もなかったかのように、呆然と立っているのだ。
「・・・・・・まじかよ。」
タラスの額には汗がにじんだ。
どのようにして避けたのか、いや違う。防いだのか？いずれにせよ答えなど出すことは出来なかった。
部下たちは動揺と恐怖にかられパニック状態になっていた。
少年がこちらへ向かってくる。
断末魔をあげる暇もなく次々と殺られていく。
ほんの一瞬だ。
一つ瞬きをすれば、死が一歩ずつ近づいてくる。

【視点→タラス】

血なまぐさく殺されていく部下たちを見て、タラスは怒りや悲しみよりも目の前にいる少年に尋常ではないほどの恐怖を感じていた。
俺は死ぬ、あと数秒後にあいつによって殺られる。
俺が握っていた銃は小刻みに震え始めた。
不回避の死との境界で、俺は初めて殺される側の絶望と恐怖を知った。
黒い疾風が俺の体を取り巻いた。ぐらりと視界が反転し、少年の赤い瞳と同じ色の液体が溢れだした。






「ちっ・・・・・タラスがやられた。」ギルが悪態をついた。
「族の正体がわかりました。」一人の部下が無線で伝える。
「誰だ。」混じりあう銃声音と共に聞こえてきたのは〝トゥルーフェイス゛という名前だった。
「船内に紛れ込んでいたのか。」シェーマスが舌打ちをした。
「こうなったら、血祭りにあげてやる。俺の相棒を殺したんだ。ぜってー許さねえ。」
ギルは拳を握った。
「落ち着けギル。敵を討ちたいのもわかるが、一度俺に任せてはくれないか。ようはあの尋常じゃない足の速さが問題なのだろう。」そう言うとステファンは顎に手を持っていき、部屋の隅に置いてあるドラム缶に目を向けた。彼には作戦があった。


　【視点→ステファン】
「よし、これであいつのスピードは落ちるはずだ。」
俺は床全体に油をまいた。確かにこれではスピードを落とせざる負えなくはなるが、俺にとっても戦闘が不利になるのには違いなかった。
「サシでの勝負には負けないぜ。」全神経を針の様に尖らせた。
少年が風を切って走ってくる音が聞こえた。


パシャ、パシャ、


徐々に音が近づいてくる。

パシャ、　パシャ、　パシャ


足音が止んだ。


走るのを止めたのだ。
少年の服に染みついた無数の鮮血。スティックからポタリポタリと滴れる赤黒い血。少年の尋常さが窺われた。
あの時俺が感じたのは、狂人並みのまがまがしい殺意だったのだ、人間的本能であの場の状況を認めたくは無かったのだ・・・。
「やぁ、僕。えらいことしてくれたね。さぁ、かかっておいで。」
今すぐこの少年の本性を暴いてやる気持ちで俺は発した。
少年はスティックを床に捨てた。俺と体で張り合うつもりらしい。思っていた以上にバカな奴だ。
俺はとっさに少年の背後につき、白く細い腕を捕まえ、背負いあげた。
この油のおかげでどうやら、少年は自慢のスピードを出せないでいるようだ。
　ドスン
少年が地面に叩きつけられた。
つかさず俺は、十字攻めをする。普通ならば苦しくてすぐにギブアップするはずだが、少年はびくともしない。なんて奴だ。
バシッ
少年が俺の両腕を掴んだ。マズイ・・・・・。
少年は思いっきり俺の腹をけり上げた。まるでハンマーにでも殴られたかのようだった。
「ゴフッ・・・。やるなぁ。」感心している場合ではない。あいつは武道にも長けていやがるらしい。俺は素早く少年の背後に回り追撃を試みる。
「悪いな。」
俺は少年に関節技を仕掛けた。少年が抵抗する暇もなく俺は無慈悲に少年の右腕の関節を外した。
こいつ、全く悲鳴をあげねぇ・・・・・喋れねえのか？
「ちっ…痛いじゃないか。」
俺は初めて少年の幼い声を聞いた。声からして十歳はいっていないだろう。
少年はそう一言つぶやくと、自分の外れた右腕を入れなおそうとしているのか？無鉄砲に振りまわす。
絶好のチャンスだ。これを見逃すほど俺は優しくは無い。
俺は少年に跳びかかった。顔面に直撃だっ！
だが、勝利の女神は俺には味方をせず、天使のお面を被った少年に微笑んだのだった。
少年は俺の足を掴み一瞬のうちに片手で折った。
足に燃えるような激痛がはしる、完全にいったらしい・・・。
「じぶんがやられて嫌なことは人にしちゃいけないよ、り・すてふぁんさん。」
少年は倒れこむ俺の方に踵を返し、白い歯だけを見せた。俺は初めて自分の瞳孔が開くのを実感した。
可愛くない少年だ。子供はもともと好きじゃないが、こいつは特別嫌いだ。
地面に這いつくばる俺の上に少年が乗り小さく血塗られた冷たい手を俺の首に掛けた。

どうやら俺はここまでらしい。

最後の最後に子供に殺られるなんて、少しも過去の俺は思ってもいなかっただろう。今までの行いに天罰が下ったのだ。

ポキッ

小枝でも短くするように乾いた音をたてた。
「さようなら。」
少年はゆっくりと立ち上がり、ステファンの首から手を放した。
そして落ちていたスティックを手に取り、再び歩き始めた。

モニターの向こう側で見ていた彼らは、ただ何も言わず、画面を見つめるだけだった。
「ちっ・・・・だから俺がいった方がよかったんだ！。」ギルは怒りを表わにした。
「俺が行く。もう我慢できねぇ。」ギルは扉を強く開けて出ていった。
タラス、敵を討ってやるからなっ・・・・。
少年はゆっくりとＢフロアからＣフロアへと歩いていた。

　【視点→ギル】

俺はＣフロアで奴の到着を待った。待っている間、俺の心の中では溶岩がぐつぐつと脇立ってもおかしくないほど怒りに満ちていた。こんな感情は初めてだ。
もう仕事なんてどうでもいい。
俺、個人的にあいつを殺りたかった。
「よお、てめぇだなタラスをやったガキは。」少年は何も話そうとしないことが余計に俺を腹立たせた。おしゃべりなんかしていられない。俺は、早くあいつを地獄に送りたかった。
「てめぇの快進撃もここまでだっ・・・。」こんな少年俺の拳で人叩きだ。
「どりゃああああああああああ。」俺は少年の顔面をめがけた。
さぁ、どうよける？
少年は俺の拳を寸秒で回避し、俺の目の前に入り込んだ。
思った通りだ。モニターで少年の攻撃パターンは大体把握済みだった俺は、この攻撃が読めていた。やはりただのガキだ。
「バカめっ。」
俺は右足を思いっきり上げ少年を蹴り飛ばした。
「残念だな、拳はフェイントだよ。」
少年はしゃがみこんだまま動かない。それもそうだ。俺の蹴りは確かに少年の顔面に直撃している。脳震盪を起こしていてもおかしくはない。チャンス到来。
俺は少年の背後に迫る。
ゆっくりと少年が立ち上がり俺の顔をじっと見る。
「・・・・！くっ。」
少年と目を合わせた瞬間。急に息苦しくなった。まるで喉を締め付けられているようだ。
何だよ！
体が震え始める。
少年が振り返る。
禍々しい殺気と狂気に溢れた瞳。
そして全身から溢れだしている相手を絶望と恐怖で威圧するかのようなオーラ。
俺の鼓動はどうにかなってしまうのではないかと思うぐらい高鳴っていた。
一刻もこの状況を打開する方法を見つけなくてはいけない。
相手の威圧に飲み込まれてはいけない。


いや、違う。その前に逃げなくてはいけない。

〝逃げろ〟

俺の脳は今までに出すことがなかった答えをだした。
足元がおぼつかない中、俺は走る。

〝振り返るなっ〟

恐怖で自分がどこを走っているのかわからない。
息が上がっていくのを感じる。

〝振り返るなっ〟

奴が俺を見ているような気がした。

〝振り返るなっ〟

俺は敵に背中を向ているんだぞっ。

〝振り返るなっ〟

俺は殺される・・・死ぬっ・・・

〝振り返るなっ、走れ〟

俺の足は奇跡的にもモニター室にたどり着いた。

ドアノブに手をかけ、扉を閉めた瞬間。俺は恐怖から解放された。
「済まない。済まない。タラス・・・。俺と奴じゃ、経験は俺の方があるが、あいつはそれを補えるほどの強さがある・・・。俺は、もう・・・アイツとは戦えない・・・・。」
俺は、崩れるように座りこんだ。
俺のキバは完全にあの少年の気迫によって折られてしまった。

シェーマスはギルを責めることはできなかった。
あの禍々しい殺意を直接目にすれば、人間的本能によって体が無意識に危険から回避するために逃げ出すことは同然だからだ。現にモニターで見ていたシェーマスも少年の殺気と狂気に満ちた瞳を間接的に見ただけで震えが止まらなかった。
しかし、ことはこれだけでは済まなかった。

　【視点→ギル】

壁によりかかるように座り込む。
手足はまだぎこちなく震えている。震えを止めようと、力をいれてみたが、体は言うことを聞かなかった。
ステファンが大きなスーツケースを持ってきた。
あぁ「アレ」を使うようだ。
ステファンは扉をあけ、俺に目を向けたが何も言わずに出て行った。
俺はただ、無言で部屋を出て行くステファンを見ることしか出来なかった。
そんな自分に腹が立った。だが、俺は共に行こうとはしなかった。一人になった俺は、今のどうしようもない感情を発散しようと壁に頭を打ち付けた。額からじわりと赤い滴が流れ出た。
頭を両手で押さえた俺は両足の間から床に映る自分を見た。なんてざまだ。
ぼたぼたと落ちる赤い滴が床にまだらな絵を描いた。
ふわり
黒い羽がその絵の上に落ちた。
「・・・羽。」俺は静かに拾い上げた。

「嗚呼、やっとみつけたよ。」

心臓に刺さる声を俺は確かに耳にした。
まさか、そんなはずはないと言い聞かす。俺は立ち上がり部屋中を見回した。いるはずがない。入れるわけが無い。

「なぜなら、指紋認証と音声認証だから？」

俺の問題を俺以外のやつが答えた。
俺は逃げきれていなかった。
絶望なんて味わえなかった。
もう俺はあきらめていた。
どうせ殺されるのならせめて、最後に俺の問題を解決しておきたかった。解決したところで何の足しにもならないことはわかっていた。だが、あいつにはもう余裕のない姿を見せたくは無かった。
「どうやって入った？」俺は姿を見せないままでいる少年に話す。
「簡単だよ。君の仲間を使った。」
少年は音も無く姿を現した。人間とは思えないほどに真っ白な肌に赤い瞳、フードをとっている少年を見たのは初めてだった。
「俺の仲間といったな？俺の仲間はみんなおまえが殺っちまったじゃないか。」
俺の声は震えていたが、どうにか言葉になってくれたようだ。
「特別に見せてあげる。あまり見せたくないんだ。まねされたら困るし、だけどギルさんには見せてあげる。おいで。」
少年は俺の方とは反対の方向にむいて手招きをした。
モニター室は暗かったためよく目を懲らす必要があった。確かに誰かがゆっくりと近づいてきた。人間のシルエットをしていたが、歩き方はまるでゾンビのようだ。それが、少年と並んだとき俺は目にものを疑った。
「あ・・・・。」
確かにそこにいたのは俺の仲間だった。
しかし体は血にまみれ、瞳孔は開いていた。こいつはもう。
死んでいた。
「てめぇ。何をした。」少年はにこりと笑うと両手を俺に見せた。
「糸・・。」
少年の指には糸が巻かれていた。その糸をたどると、俺の仲間の手や足、腕に繋がっていた。
「操れる。ということか。」
俺は目の前の少年に対して愕然とし、床に膝をついた。
「操れるだけじゃない。よく見てみなよ。」少年は両の指を俺に見せた。
俺は言われたとおり少年の指をよく見た。右手の小指に巻いてある糸だけが不自然な方向に伸びている。
その方向とは、俺の方だった。
慌ててジャケットを脱ぎ捨てると、気がつかないうちに黒い羽が刺さっていた。糸はその羽としっかりと繋がっていた。
「逃げきれていたと思っていたでしょ？」
少年は白い歯をみせて笑う。
あぁ、逃げ切れたと思っていたよ。こんな相手にもとより勝てる訳が無かったのだ。少年は左手の中指と小指だけをまげて指示をだした。その指示を受けたかつての仲間は、ホルスターから銃を取り出し迷うこと無く引き金を引いた。
銃声と共に俺の全てが終わった。



【視点→テディ】　　

作戦開始から一時間半経過

ここまでは予定通りに進んでいる。他の奴らは上手くやっているだろうか、しくじってなどはいないだろうか・・・。僕はそんなことを思いながらどこまでも続く一面鉄板に覆われた廊下を歩く。
「うわ、思ったよりもびしょびょだなぁ。これは落としにくいな・・・。」
僕は血で濡れたパーカーとジーンズを見つめた。血は繊維の中まで浸透し、肌にべっとりと、くっ付いているのを感じた。まぁ、少々の我慢だ。
「ここを通り抜けたら、金庫のはず！」
一歩踏み出そうとしたが、後方に
人がいる気配を感じた。高身長な男、シェーマス・ゴードンだ。
「彼がラスボスか、悪くないね。」僕は高鳴る鼓動と共に彼の方へと歩き出した。

【視点→シェーマス】

「God middag(こんばんは)」
目の前に立つパーカー姿の少年がスウェーデン語で話しかけてきた。少年の背後には赤い靴の足跡がどこまでも続いていた。奴は、俺がスウェーデン出身であることを知っている。一体こいつは何者なんだ。
「Men att försvinna helt?(お前は、何者だ)」俺はつかさず少年に尋ねた。
「Svara inte?(答えないのか)。」
答える必要もないということか、舐めた子供だ。だが、こっちには〝アレ゛がある。奴に勝ち目などないだろう。俺は〝アレ〟を装着した。
いつでもかかってこいよ、ガキが。
少年は俺という獲物に向かって隠していたキバをむき出しにしてきた。
どうやら一撃で俺を殺すつもりはないらしく、腕を狙ってきた。













ガキン、

鉄と鉄が打ち合う音がした。
少年は予想外の音に驚いている様子だった。
はらりと俺の破けた袖から金属の〝アレ〟が姿を現す。
少年は俺のハチの巣に攻撃を仕掛けたのだ。
少年がはっと息をのむ時にはもう遅い、俺の袖からむき出しになった〝アレ〟が無数の球を放ち蜂のように襲い掛かる。
少年は空中で巧みに宙返りをしてよける。
なかなかやるな・・・雑技団の者か？
俺が特注した〝アレ〟というのは全身から、銃弾が放たれる装着型の銃だ。脳から出される微弱な信号を受け取り、銃弾が発射する仕組みになっている。
攻撃性も防御性にも優れた武器と言えるだろう。
少年は恐らく初めて見るだろうと思える武器に怖がるそぶりをみせるどころか、新しいおもちゃでも貰ったかのような目をしていた。
少年は諦めることなく四方八方あらゆる角度から攻撃を仕掛けてきたがそのたびに、
俺の銃弾に阻まれる。
全く、ガキというものは怖いもの知らずだ。自分が勝てないとは全く思っていないのだろう。
次の攻撃は空中からだった、空中で体をひねり、蹴りを入れに来た。俗にいうピットロ・チャギだ。
どこまで、戦闘能力の高いやつなんだ。
つかさず俺は命令をおくる。
少年は態勢を崩すことなく片手に持っていたスティックで攻撃をしてきた。
すっかりスティックの存在を忘れていた俺は、クリティカルカットを喰らってしまった。
「Beundransvärd(お見事)」
俺は右手を振りかぶった。
おかしい、腕が全く上がらない。見ると肩のつなぎ目にナイフが刺さっている。
「Skit (くそっ)」やられた。
少年は俺の注意を削ぐために先ほどスティックを使ったのだ。
どうやら、回路までやられたらしい、右手全体が使えなくなった。
そんな様子を少年はへらへらと笑っていながらみている。
「Titta ner!（見縊るな）」
「Nästa.Vänster arm(次、左腕)」少年が言う。
再び、少年は攻撃を開始した。
絶え間なく繰り出される攻撃。

その一回に奴は必ず左腕を狙ってくる。

俺はそこを狙い撃ちする！
いつだ、いつ仕掛けてくる。神経を細い糸のように張り巡らせる。
そして、そのときがきた。
スティックの軌道が今までとずれたのだ。
きたっ！
少年は確かに左腕を狙ってきた。俺は、少年に狙いを定めて撃とうとしたが、少年はいきなり軌道を変え俺の首を狙ってきた。しまった。左腕に気を取られすぎていた。
はっと息を飲む間もなく、攻撃は仕掛けられた。
首から俺の足元まで一気にスティックを振り落とす。ばらばらと金属が砕け落ちる音がした。
「fan!(畜生)」
俺はアーマーを脱ぎ捨てた。
俺は愛用のDENEL NTW-20を取り出した。
あいつには当たるはずは無いとわかっていたが、俺はそれでも銃口を奴に突き付けた。
望みをかけて、銃弾一弾だけ入れる。
いずれにせよ、一発で決まるのだから。

奴の底知れない戦闘能力にタラスもステファンもギルも倒れていった。

一発でいい。
どこでもいい。
当たってくれ。
俺は引き金を引いた。

一発の銃弾は、風を切り音を切り風を裂くように少年に向かっていった。

少年に近づいて行く銃弾がゆっくりとスローモーションにでもかけられたかのように見えた。
少年は左手に持っていた自分の身長よりも長いスティックを華麗に回しながら右手に持ち替え、やってきた銃弾をまるで野球でもしているかのように打ち返した。

そこから先は一瞬だった。

銃弾は俺を裏切るかのように進行方向を変えて、見事に俺に当たった。
最後は自分の銃弾に殺られるなんてな。
胸の辺りが熱かった。
ばたりと倒れ、頬が地面と接してひんやりと冷たい。
ただ去り行く少年の後ろ姿を見たまま、俺の鼓動は止まった。
最後に聞こえたのは、奴の声だった。

「Hej då.(さようなら)」と。



【視点→ティディ】

ここを通り抜けあと１フロアで金庫にたどり着ける。
もう邪魔者はいないだろうし、
作戦は成功する。
僕はそう確信した。
ノイズ音と共に男の声が聞こえた。
「まずい、起爆装置が発動した。繰り返す、起爆装置が発動した。後、六分しかない・・・。」僕はすぐに状況を理解した。手下がしくじったのだ。
なぜ起爆装置があり、それが発動したかなんて考えている暇は無かった。
緊迫した状況の中、僕は冷静に考えることができた。
ここは、Ｃフロア。目的の場所まではあと１フロアだが、そこに外へ逃げられる道は無い。
外へ逃げるためには再びＡフロアに戻るしか方法は無い。
たとえ宝を取れたとしてもそれを無事に持って帰ることは皆無に等しい。
再びノイズ音がはしる。
「撤退だ！」今度はトゥルーフェイスの声だった。
彼の口からそんな言葉が出るとはとても意外だった。トゥルーフェイスの撤退命令と共に僕の足はＡフロアへ踵を返した。
　　　　　　　5：10
僕は来た道を駆けた。床が血で濡れているせいでとても走りにくい。まだ生き残っていた刺客たちが僕に襲い掛かってくる。懇切丁寧に挨拶をしている暇がなかった僕は、スティックでおもいっきり振りかぶると二、三人まとめて吹き飛ばした。
　　　　　　　4：40
目の前に立ちふさがるいくつもの障害を倒しながら進んでいく。
僕はスティックをしまい、代わりに鋭いフォールディングナイフ（折り畳み式ナイフ）を手に取った。釜井達のように一瞬にして障害を切り裂いて行った。その姿は獲物を空中から優雅に素早く狩るハヤブサのようだった。
「邪魔だぁあああああああああ。」
バサリと返り血が全身にかかる。
僕は作戦が失敗してしまったことに腹が立っていた。頭の中は先ほどまでの悦楽に変わって悔しさと怒りでいっぱいになっていた。
「・・・・・ぁぁぁぁああ。なんでだよ、なんでだよ、もう少しだったんだよ？・・・。」
バサッ。
　　　　　　　3：13
僕はＢフロアまで戻ることが出来た。全てのセキュリティーはハッキング済みだったので作動しなかったのが、不幸中の幸いだった。
手に持っていたフォールディングナイフは血でべっとりとしていた。
　　　　　　　2：45
僕はフォールディングナイフをポケットにしまい込んだ。
もう時間がない・・・・。
「Trifle Dock（仮初の人形）。僕を邪魔する敵を排除しろっ。」
すると、何処からか何体かの人形が現れた。どの人形もまるで命が吹き込まれたかのように動き始め、襲い掛かろうとする刺客を一人残らず倒していく。僕の能力に驚いた刺客たちは、驚きのあまり顔が青白くなっていた。
　　　　　　　2：00
僕はやっとＡフロアの中間地点を通り過ぎた。ゴム製の靴が角を曲がるたびにきゅっと高い音を立てる。あともう少しだ・・・。
二時間ほど戦いっぱなしだったにも関わらず、僕の体は疲労を全く感じなった。
　　　　　　　1：52
僕は音を取り残すような速さで走った。
いくら僕でも爆発に巻き込まれて助かるぐらいのタフな人間じゃないことは解っていた。
ダクトを大急ぎで上り、厨房までたどり着いた。ここから、船のデッキにいけば、海に飛び降りることが出来る。
　　　　　　　1：00
船内では非常アナウンスが飛び交っていた。どうやら、船員が状況に気づいたらしい。人々の叫び声が響き渡っている。僕は船のデッキに出るとあの女性船員がいた。
「ぼく、大変よ。さぁ今すぐ・・・。」船員は僕の血濡れた服を見つめた。
どうやら、事の全てを理解したらしい。船員の眼は強張り、拳銃を取り出した。
「う・・動かないで。」銃口が目の前に突き出された。
「もう、時間がないよ。」僕は、フードを取り笑みを浮かべた。
「動かないで。」船員の怒りに満ちた声が風にまぎれて聞こえた。
「僕はここから動かない。だけど、君はここから逃げないと死んじゃうよ。」僕は忠告をしたが、船員は全く聞く素振りをみせなかった。
　　　　　　　0：00
光が船内を包み、爆風と共に炎が襲い掛かる。爆風は容易に僕と船員の体を宙に浮かし、甲板に体を叩きつけた。
二度目の爆発が起こる前に逃げなくてはいけない。
船員は頭を強く打ち付けたらしく、そのまま全く動かなかった。
僕は冬のゴッサムの海に飛び込んだ。
冬の海は冷たく、真っ暗だった。みんな大丈夫だろうか、トゥルーフェイスは逃げきれただろうか。
船のデッキには多くの乗客が集まり、海に飛び込む者や泣き崩れる者、ケガをしている者の姿が見えた。
メラメラと燃える炎が漆黒の海に反射して、僕の顔を赤黄色に染める。
やはり助けに行くべきだ。僕は、船に向かって泳ぎ始めた。船に近づくにつれ、船の残骸や人が浮いていた。その中に彼がいないかよく目を凝らしながら探した。だが、その前に僕の体に限界がきてしまった。海水が口の中に入り込むみ空気を吸うタイミングを完全にふさがれた。手足の感覚が寒さでほとんど無くなり、視界もおぼつかない・・・。
僕は暗い海に吸い込まれていった。



―僕は病院にいる。誰かが話しかける。奥で二人の大人が喋っている。両親は死んで、子供は誰かに引き取られた。犯人は、いまだに見つかっていない・・・。僕の体はピクリとも動かない―


「うっ・・・・・。」僕は目を覚ました。
どうやら何とか岸までたどり着いたらしい。本当に悪運が強い。
「トゥルーフェイスは大丈夫かな。」僕はぬいぐるみのティディに話かけた。
「そうだよね。大丈夫だよ。とりあえず、基地に戻ろう。」僕はゆっくりと起き上がり、ゴッサムシティへと歩いて行った。
待ちゆく人々が僕の汚れている姿を見て、慌ててよける。
全く人情のない町だ。町では昨日の客船事件についてあちらこちらで放送されていた。
郊外にある基地にたどり着いた僕は早速トゥルーフェイスに会いに行くことにした
。基地には誰も居なかった。おそらく爆発から逃げきれなかったのだろう。
トゥルーフェイスの部屋の前までいくと、誰かと話している声が聞こえた。彼は生きている。「にしても、大変な被害を被りました。」だれかが話す。
「まぁ目的のこれが盗めたんだ。少しの被害など計算のうちだよ。」
「しかし、これは組織的にも・・・。」
「ここは、ゴッサムだ。沢山のゴロツキがいるんだ。」
「・・・。しかしあの少年を失ったのは、残念ですね。」男がトゥルーフェイスに問いかけた。
「あぁ？あいつか。どうせ身寄りのない少年だ。俺的には作戦通りだ。」
「と、言いますと。」
「俺の今回の目的はこれを盗むことだ。他の物などに興味などない。あの少年に取りに行かせるという計画の名のもとで、あいつを殺す計画だったんだよ。」
僕はドアノブから滑り落ちるように手をおろした。
「なぜ。」
「あの少年の力は脅威的だ。いつかこのゴッサムがあいつの物になるに違いなかった。それは、俺たちにとって不都合。あいつは俺たちにとっていずれ邪魔になる存在だとわかった俺は、何とかしてあいつを殺す方法を考えた。真っ向から戦えばやられることが分かった俺はあえて、あいつを上手くこちら側に引き入れることにした。利用価値はあったが、いつか寝返るに違いなかった。だから今回の作戦であいつをわざと逃げ道のないと思える場所まで行かせ、部下に起爆装置を発動させた。ハハハ、作戦通りあいつは海の藻屑になった。」トゥルーフェイスの笑い声が聞こえた。

「危険な芽は、育つ前に摘んでしまうのさっ。」

立ちすくむ僕。
僕は基地を飛び出し、走り始めた。
冷たい雨が降る中を、やけになって走った。

〝いずれ邪魔になる。〟
〝殺すつもりだった。〟
少しでも信用し心を許した自分に嫌気がさした。また、僕は捨てられた。いらない存在になった。
〝いずれ邪魔になる。〟
〝殺すつもりだった。〟
〝捨てられた。〟
「うるさいっ、うるさいっ、」
気が付くと僕はメインストリートまで来ていた。
傘の群衆をかき分けるように雨の中を走る。傘の群衆は僕を見つめて、憐れむように、蔑むように見つめてきた。
僕は、それに耐えきれず、暗い路地裏に走っていった。
〝いずれ邪魔になる。〟
〝殺すつもりだった。〟
〝捨てられた。〟
邪魔、邪魔、邪魔、邪魔、邪魔、邪魔、邪魔、じゃ・・・・・ま。
「うるさいっ、消えろ消えろ。僕は邪魔なんかじゃない。」
〝邪魔だよ。〟
「違う。ちがう。」ふと頭に、ハドソン家の頃の思い出が蘇った。
楽しかったあの日々。家族と思われていた日々。そして必要とされなくなった日。
「いやだ。嫌だ。もう思い出したくないっ。」
僕は、スティックを何度も何度も壁にぶつけた。そのたびに、反動が手に伝わり余計に僕をみじめにさせた。
もっと雨が降ればいいのに、何もかも消えるぐらい。無くなってしまうぐらい雨が降ればいいのに。
僕は天を仰いだ。

ゴッサムに冷たい雨が降り注ぐ、
ゴッサムに大粒の雨が降り注ぐ、
ゴッサムに降る雨がボクヲ濡らす、
ゴッサムにふｒ・・・・・・・。












僕の生活は元通りに戻った。
朝はおとなしく住処で過ごし、夜になるとゴッサムの街へと出ていった。年明けで人々は忙しそうだ。こういう時期こそ狙い目であった。
「・・・。もうそろそろお金が底をつくなぁ。」
僕はポケットを翻した。もう何も買えないほどになっていた。
生きている限りお金は無くなるものだ。
「よしっ、行くとするか。」
メインストリートに出た僕は早速、お金を持っていそうな人を探すことにした。
まず、サラリーマンは持っていない。
実証済みだ。
案外持っているのはホステスである。このあたりにいれば直ぐに見つけられるはずだ。五分ほどたっただろうか、派手な色のワンピースに歩きにくそうなヒールを履いた気品のある金髪の女性とがたいの良いスーツ姿の黒人の男が仲睦まじく歩いてきた。
「こりゃたいそう持っているな。」
僕は、彼らの前に立ちふさがった。初めに男が僕の存在に気が付いた。
「おい、ガキ邪魔だろう。どけっ。」どくわけがないでしょうが、盗むのだから。
「聞こえてんのかぁ。」全くこの町の者はすぐに喧嘩腰だ。導火線が本当に短い。
「もーやめなさいよ。ただの子供よ。」女性が猫撫で声で言う。ただの子供か。笑いそうになる。僕は、ポケットから最近作りたての人形を取り出した。正直言うとあまり出来栄えは良くない。
「・・・なんだそれ？」男は僕を馬鹿にするかのように言った。
「ただの人形だけど。そこのお二人さん見ていかない？」僕は手から人形を手放した。
「まぁ、」女性が驚いた。何故なら、手放された人形は地面に落ちることなく宙で舞っているからだ。
「へっ、手品かなんかだろう。くだらねぇ、さっさと行くぞ。」男は強引に女性の手を引っ張った。
「お客さん。鑑賞料金を頂いていないのですが。」僕は歩き去る男に話したが、男は聞こえないふりをしていた。
「・・・・それでは。」僕は、人形を操って男の服の袖を引っ張らせた。
「っ・・・離せ！気味が悪い！」男は暴れ始めた。女性は腰を抜かし、座り込んでいる。僕は巧みに人形を操り男の攻撃をかわす。
「やめてほしい？だったらお金を払ってよ。」男は息を切らし、黙り込んでいる。
「もう・・やめてくれっ・・。」案外素直な男だ。
「い、いくらだ？」男は汗だらけの顔を向けた。
「持っているお金ぜーんぶ。」男は、白旗を上げたような顔をしながら財布を投げ捨てた。
「にーしーろーはーとうっ、結構入っているなぁ」僕は男の財布に入っているお金を数えた。ふと、誰かに見られている気がした僕は急いでお金を財布に戻し、歩き始める。路地裏には入っても誰かに追われている気がしていた。ここからでは相手の姿を見ることはできない、何処か高い所へ登ろう。僕は、少し小走りをして、ビルの屋上へひょいと飛び上がった。
何処にいる。僕はゴッサムの街を見下ろした。
それはまるで獲物を探す鳥の様に。
さっきまであったはずの気配が急に消えた。月が雲に隠れて視界が悪くなった。
「見逃したか・・・。」パチパチパチパチ誰かが拍手する音が背後から聞こえた。
「誰だっ！出て来いよ。」僕は身構えた。僕を追いかけてくる奴なんて中々の力がある者か、ただの馬鹿だ。
「いやぁー見させてもらったよ。素晴らしい。あれは君の力かい？」暗闇の中から高身長の割に細身のシルエットが見えた。「・・・・。あぁそうだけれど、誰。」月の光がようやく雲から顔を出し、彼を照らした。
顔は白く、緑色の髪。口は赤く頬まで裂け、その顔はホラー映画にでも出てきそうな殺人ピエロのようだった。
「俺様はジョーカー。知っているだろう？」ジョーカーと名乗る男は僕の周りをふらふらと歩きながら話す。

「いや、知らないね。」僕はそっけなく返した。嘘ではない。
「・・。じゃあ今から覚えておいて。俺は、このゴッサムでいちばーーーーんの狂人。ジョーカー様だ。ハハハハハハ。」僕は、ジョーカーの話を聞かず次のターゲットを探すためにゴッサムの街を見下ろしていた。ああいう奴は相手にすると面倒だということぐらいは解っていたからだ。ジョーカーは相手にされていないことをわかっていないのか、僕に話しかける。
「人形ちゃんは、独りで楽しい事をやっているのかい？ハハハッ実は俺も一人で色々楽しいことをしている。だけど最近それに飽きてねー。もっと楽しいことをやりたいんだよ。わかる？」
全く鬱陶しい男だ。
「人形ちゃんて誰？」僕は怒り交えに質問した。誰の事かはわかる。
「ハハハハ、とぼけなるなよ。今ここに居るのは俺様とお前だけだろうハハハ。それとも人形ちゃんにしか見えない者でもいるのかなぁ？」こんな厄介な狂人の話なんかに付き合っていられるものか。僕は転落防止柵に足をかけた。
「おいおいおい早まるなよ。話はまだ終わってないよ人形ちゃん。」僕は夜の街に飛び降りた。僕は自由な鳥だ。誰にもつかないし、誰にも止められない。自由な鳥だ。冷たい風が体中を取り巻くと共に、ひゅーと風の音が耳に響いた。軽やかに着地をし、一歩踏みだそうとした瞬間。
「つれないなー。俺様は別に仲間になれなんて一言も言っていないぞ。ただ、仲良くしようと言いたいだけさ。」どうやってついてきたのかは解らないが、このジョーカーという男がただ者ではないことは確かだ。僕はようやく、彼の話を聞くことにした。仲良くするということは、別に僕の自由を妨げるという訳ではないのか・・・。まあこいつは楽しい事をしたいだけみたいだし、物欲とかなさそうだな。それに僕も楽しい事には興味がある。
「いいよ。ただし、僕の邪魔はしないでね。」
「あぁ、勿論さ〝人形ちゃん〟。」僕と仲良くなれて喜んでいるのか、彼は口角を上げた。変な人だ。全く何を考えているのか解らない。
翌日も彼は何もすることなくただ僕の後をついてきた。その次の日もまたその次の日も。とうとう僕は彼に質問をした。
「ねぇ、ジョーカーって何もすることないの？」うしろでトランプの枚数を数えているジョーカーに聞く。
「今楽しいことを考えている最中なんだよ。準備がまだ足りていないから、したくても出来ないハハハハハハ。」どんなことを考えているのか全く見当もつかない。
「ねぇねぇ、人形ちゃん。」ジョーカーは僕の方をじっと見た。
「なんだよ・・・。」ジョーカーは右手の親指と人差し指で僕の背を図る素振りをみせた。
「人形ちゃんにピッタリの服があるんだ。」彼はにたりと笑った。
「ペアルックとか死んでも嫌だからね。」ジョーカーはニタリと笑うと持っていたトランプを空中にばら撒いた。
「ねぇ。拾わないの？」僕はすたすた歩くジョーカーに言った。
「あぁ、いらない。それ五十四枚あるんだ。」僕は唖然とした。だってトランプは五十四枚あるものだろう？
細い道をいくつも通り、ようやくジョーカーの家についた。色々なガラクタが置いてある。ここはもともとサーカスの劇場だったのだろう。
「人形ちゃんこっちだ。」奥でジョーカーが僕を呼んだ。
ジョーカーは何か探し物をしているようだった。
「あー俺様どこに置いたんだっけなぁー。随分昔の物だから奥の方にしまっちゃったのかな。」ジョーカーは箱をひっくり返して探しまくる。僕から見たらどれもこれも要らない物に見えたが彼にとっては大切な物なのだろう。
「あった。あった。これだ。」ジョーカーは何かを引っ張りだしてきた。
黄色いマントに赤色の上着にベルトそして赤色のマスク。誰かが着ていたのか、新品ではなかった。ペアルックではないみたいだ。
「ほらほら突っ立っていないで着てみてよ。」僕は早速着替えた。いろんなところがほつれていたり縫われていたりして、状態は良くない。その上、火薬の臭いと血の臭いがこびりついている。けれども決して嫌では無かった。人から物をもらう事なんてもう何年振りにもなるからだ。
「ハハハハハハすごい似合っているぞ人形ちゃん。」
ジョーカーは僕を鏡の前に立たせた。












「わぁ・・・・。」鏡の目の前に立っているのが自分とは思えなかった。
「やっぱり。似合っているなぁハハハハ。よしこれからお前は〝ブラック・ロビン〟だ。」この狂人はなにを言っているんだ。
「〝ブラック・ロビン〟なにそれははっは。」僕は思わず笑ってしまう。
「ロビンというのはコマドリだよ。」こいつが何を考えているのか本当にわからない。
それからも、僕はゴッサムを中心にジョーカーと共に盗みや悪戯をしていった。そうしているうちに、僕は、たちまち有名になった。ゴッサムの夜を飛ぶ黒い鳥〝ブラック・ロビン〟とね。僕たちは、今日も悪戯をしてジョーカーの家に戻った。
「ハハハハハハハジョーカーさっきのあれ見た？みんな呆然と口を開けてたよハハハハハハ。」ジョーカーといると笑いが止まらない。
「そりゃあ人形ちゃんが速いからだろう。ハハハハ。」ジョーカーは相変わらず僕のことを人形ちゃんと呼んでいた。
「で、次はなにをする？」僕はジョーカーに尋ねた。
「俺様の予想じゃそろそろバットマンに目をつけられる頃だろうな。」ジョーカーは肩を震わせて笑っている。
「そのバットマンって強いの？」僕はジョーカーの顔を覗き込んだ。
「ハハハ知らないのか人形ちゃん。」
「そんな奴知らないよ。コウモリ男なんて。」僕は爪を立ててコウモリの真似をした。
「俺様を楽しませてくれるやつだよ。この寂れたゴッサムを唯一守っているヒーローさっ。」ジョーカーはぐるっと一回転する。
「戦ったことはあるの。」
「常連客さ。えーっとなんかいだっけなぁ。」指を折って数え始める。
「そいつは一人で街を守っているの。」僕は椅子に座りながら体を前後にブランコの様に揺らしながら尋ねた。
「いいや。今は四代目・・。いや五代目かな〝ロビン〟というサイドキックがいるハハハハまたこいつが面白いやつなんだハハハハ。」思い出し笑いをしているジョーカーは腹を抱えて笑っている。
「もしかして、僕の名前もそこから来ているの。」ジョーカーは笑いを止めた。
「ああ、そうだ・・。ハハお前にそっくりだからなハハハ。」僕は眉を曲げた。
「じゃあ子供なんだ。」僕は興が削がれたように言う。
「今が五代目だったら他はどうしているの。」
「初代はナイトウィングとして独立したんだっけなぁ。あいつもなかなか良かった。礼儀もあったしな。ハハハ二代目は一度俺様が殺ったんだが、アメイジングなことに生きていやがって今はレッドフードって名乗って私刑活動をしているらしい。三代目は短期間だったな。頭の切れるやつで、初代や二代目と違ってからかいぶりがあったなぁハハハハ。今の奴は頭に血が上るほどイライラさせる奴だ。全く躾がなっていない・・。」ジョーカーは何やらぶつぶつと言い始めた。
「一応全員知っているわけか。有名人なんだねジョーカーって。」
「やっと俺様のすごさがわかったか。」
「２０％ね。」ジョーカーは顔を曇らせた。
「バットマンと一度やり合いたいな。」僕はひょいと椅子から降りる。
「ハハハそうか、じゃあ俺様が無料ご招待しちゃうぜ。」ジョーカーは大きな模造紙を取り出し壁に貼り付けた。
「これを見てくれ。」僕は書かれた文字を読む。
「ジョーカーの特製ポイズン？」なんだこれは。
「ごほん。これは空気中にばらまくだけでなんと、一分で体の神経を破壊し気が狂うほどの痛みと共に相手を死に追いやる薬。」ジョーカーは両手を上げて笑う。
「相手が毒に気が付いてガスマスクを着けられたら終りじゃん。」僕は亜酒笑う。
「そんなことは心配ないさ、この薬は粘膜や皮膚。ありとあらゆる隙間から侵入する。」誇らしげに説明するジョーカーに僕は突っ込む。
「それじゃあ僕たちもお陀仏じゃないか。」
「それについては、ちゃーんと考えてある。この薬に対抗する薬がある。」
僕はバットマンがいつまでもやられない理由がわかった。こいつは、馬鹿だ。
「対抗薬を作る前に、薬を作っていることがバットマンにばれたら終わりじゃないか。」
「心配性だな。この毒はこの世にまだ存在しない。名前通り俺様が考えた毒ガス。化学式も存在していない。」ジョーカーは自分自身を褒めたたえた。
「わかったよ。それで材料はあるの。」ジョーカーがぴたりと動きを止めた。無いのだな。
「ない。今から取りに行くのさっ。超危険物だからゴッサムの市が厳重に管理しているはずだ。」ジョーカーはそう言いながら二枚目の模造紙を開く。
「一つ目の薬品はこのゴッサム軍事基地施設にある。二つ目はゴッサム科学研究所。三つめは大量の筋弛緩剤ハハハハハハハハハ。」ジョーカーは口が裂けるほどひたすら笑い続けた。その笑い声はゴッサムを狂気と絶望で包み込むように聞こえた。

　
一人の男がブルードヘイブンからゴッサムシティに向かっていた。バイクにまたがっている優男は、黒く艶やかな短い髪を風になびかせていた。彼はこれから二年ぶりに〝家族〟のもとへと帰るのであった。ゴッサムシティに入ると男はゴッサムの街には不似合いな、一点の曇りもない青空のような瞳で二年前とは何も変わらないゴッサムの街並みをみていた。町を歩く人、働くサラリーマン。帰宅途中の学生、ビルとビルの間から見える景色。何も変わっていなかった。何もかも昔のままだ。
男はある場所まで着くとバイクのエンジンを切った。汗に濡れた短い前髪が額にはらりと垂れている。今年は例年よりも気温が高いせいだからだろう。男は荷物を持ち上げて屋敷の中へと入っていった。この門を最後に通ったのは二年前だ。再び戻ってくることをあの時の俺は少しでも思っていただろうか。そんなことを考えながら俺は門をくぐった。
「バァ」
あぁ。お前か。
真黒な髪に少しくせ毛のある彼よりも少し若い男が木にぶら下がっていた。男は木から一回転して軽やかに着地をすると昔と変わらないイタズラな笑みを浮かべてこう言った。
「やぁ、小鳥のディックちゃん。驚いた？」
「いい年して何をしているんだ、ジェイソン。」彼の名前はジェイソン・トッド。二代目のロビンだ。ジェイソンは服に付いた葉を払いながらこう言った。「三十分前からスタンばっていたのになー。相変わらずディック様はつれないぜ。」ジェイソンはそう一言いうと口角を片方だけくいと持ち上げ、意地の悪い笑みを作ってみせ、ディックの荷物を奪い取った。人の物なんだから、もう少し丁寧に扱え無いのかと不満がつのる。
「先に入っていればいいだろう。まさか・・。入れないのか。」俺は皮肉交じりにジェイソンに尋ねた。ジェイソンは何も言わずそっぽを向いたまま歩き始める。どうやら図星のようだ。何も言わず歩くジェイソンを追うようについて行く。
「どうした？開けろよ。」俺はジェイソンにわざと言った。ジェイソンが下品に玄関の扉を開けるとそこには懐かしい人物がいた。
「まったく。扉を壊すおつもりですか、ジェイソン様。取り敢えず、お帰りなさいませ。リチャード様、ジェイソン様。」やや白髪の男が言った。「やぁ、元気だった？アルフレッド。」彼はここに仕えている優秀な執事だった。あの扱いにくいブルースと何十年と一緒にいるのだ。尊敬してしまう。
「ええ、リチャード様こそ二年前よりも大人っぽくなられましたね。ジェイソン様は相変わらずですが・・・。」アルフレッドは失笑した。
「ど、どーいうことだよ。」ジェイソンは人でも食ったような顔をしたのを見て思わず俺も笑ってしまう。
「失礼しまいした・・。」アルフレッドはまだ笑いをこらえている。
「やぁ、ディックにジェイソン。」奥からまた一人男が現れた。
「ティム？・・・ハハハそれどうしたんだよ。」俺は現れたティムの顔を見て笑う。
「ヒデー面だな。」ジェイソンは笑うことなくけんか腰でティムに言い放った。ティム・ドレイク、彼は今レッドロビンと名乗りティーンタイタンズのリーダーとして活躍中だ。頭が切れてパソコンには強いが、抜けているところが多いやつだった。
「あぁ・・・・。これはダミアンに・・。」ティムは顔についた生クリームを拭いた。ダミアンというのはバットマンつまり、ブルース・ウェインの実の息子で幼い頃から悪ガキだった。ある意味身近にいる敵だ。
「おーみんな揃った。遅っせーんだよ初代のロビンたちは。(# ﾟДﾟ)」一番年下のくせに態度だけはでかいダミアンが大声で言い放つ。
「三代目はそうかもしれないが、二代目と初代はガキとは違って真面目に暇なく仕事してんだよ。」ジェイソンが言い返す。
「ふーん。バットマンにちょー怒られていた二代目が真面目にねぇー。(-ω-)」ダミアンは皮肉たっぷりに言った。
「ガキ、一応俺いま〝私刑〟活動しているわけなんだよ。おめーみたいな悪ガキこうしてやる。」そう言うとジェイソンはダミアンのフードを掴んだ。「おろせよ。私刑とか言っているけど、無職だろ。(ﾟ∀ﾟ)」ジェイソンは全く聞こえていないふりをする。全くこの二人は騒がしい。
「集まったか。アルフレッド。」懐かしい声が聞こえた。あの声で何度も怒られ、何度も言い合い、何度も話し合った声が部屋の奥から聞こえてきた。
「はい。ブルース様。」
「ディックもティムもそしてジェイソンもわざわざご苦労だったな。」ブルースは一人一人の顔を見た。
「いいや、久しぶりに来れてうれしいよ。ブルース。」俺は包み隠さず正直に言った。
一方ジェイソンは仕方なく来てやったと言わんばかりの態度をとっていた。だが俺には、ここに来たくて仕方がなかった事ぐらいお見通しだ。
本当もう少し素直になれよ・・・・（笑）













ブルースが呼んだ訳は一つだった。あのジョーカーが最近ある奴とつるんで悪だくみをしているという事だった。ブルースが一つの写真をモニターに映した。そこには懐かしい不気味な顔をしたジョーカーと一人の子供と思える人物が映し出されていた。
「これは先日起こった事件だ。ジョーカーは確かに今まで通り遊びの感覚で度が過ぎた悪戯や犯罪をおかしているが、この少年は闘うことをメインとしている。通称〝ブラック・ロビン〟身体能力はかなり高い。下手したらジョーカーより手強い相手だ。」
ブルースが一通りの内容をモニターに映しながら説明し終えるとティムがブルースに尋ねた。「〝ブラック・ロビン〟は今まで戦ったことがない奴なんだよね？ゴッサムの外から来た可能性は十分あり得るけれど、残念ながら僕はこいつを知らないな。だけど、ロビンと名乗っているということは完全に僕たちに宣戦布告をしているね。」ティムは自分のノートパソコンを開けた。
「ブルース、君のデーターベースには彼に関する情報は一切ないのかい。」
俺は懐かしく思いながら彼の名を呼んだ。
「ああ、一切ない。本名も不明。解っていることは、ここ数か月で一気にゴッサムで最も危険な犯罪者リストに上がったという事だけだ。」うつすべなしという事か。するとダミアンが腕を組みながらブルースの前に出た。
「なんか、ひっかかるな。なんでわざわざロビンの格好をしているんだ。あいつ(。-`ω-)」確かに言われて見ればそうだ。わざわざロビンの格好をするということはこちらに恨みか、関係があるのか。
「あれ、おれのじゃね？」話の輪に入っているのかいないのか、ケイブの隅から相変わらずかったるい様子でジェイソンが言った。
「うーん。確かにあれジェイソンが着ていたやつだね。ということはジョーカーから貰ったということになるね。」ティムはカチャカチャとキーボードを打っている。
「あのやろう。見せつけてやんのか？」ジェイソンは歯を食いしばり眉間にしわをよせた。
あの事件は確かに僕らバットファミリーにとって最も最悪な事件だ。特に、ジェイソンとブルースにとっては・・・。
「・・・。とにかく居場所が分かるまで、見張るしかないよ。」ティムは思い空気の中、言葉を発した。ティムはいつでも場の調子を整えてくれる良い奴だった。



「いいか、人形ちゃん。作戦はこうだ。」
ジョーカーは丁寧に説明をし始めた。もうこの説明を聞くのは四度目だ。
「解っているよ、しつこいな。僕が援護と時間稼ぎをして、君が取りに行くんだろう。」そういうとジョーカーは渋々と説明を止め、車のキーをポケットから取り出した。
「さぁ早く乗れ行くぞ。」ジョーカーは手招きをした。車は二人乗りのオープンカーだった。彼の趣味なのだろう紫色という奇抜な色をしている。ジョーカーのコンセプトカラーらしい。
車に乗り込むとすぐに彼は車を走らせた。ガレージを出るとすぐに一方通行なのだが、お構いなしに無視をする。
「はっ、こっちを通った方が何倍も速いんだ。なんでわざわざ一方通行にする必要なんかあるんだ。お堅い連中どもの考えだ。〝一方通行にしないと、車同士がぶつかる～なんとかして防がなきゃ〟とかいう事でも考えたんだろうな。でもそんな考えは無駄だ。だって俺様みたいなやつが時々いるからなぁははははは人の動きとは読めないものさ。」こいつは相当変わっている。だけどなんて面白い人なのだ。こちらもつられて笑ってしまう。
「ははは確かに、君みたいな奴誰も行動を読むことは出来ないよ。」車は二十分走っただろう。辺鄙な場所にたった一つだけ佇む大きな建物が見えてきた。
「さぁここがゴッサム科学研究所だ。」ジョーカーは車のヘッドライトを消した。
「うわぁー研究所とは思えないね。」
「ここでは、世間には知られていない研究が行われているんだぜ。」
「ガードもきつそうに見えるけれど。」
「はははは、緊張しているのか。」
「きんちょう？」何だそれは。
「はははは、よし正面から突入。どうせ警備とか生ぬるいに違いない。きっとあまりにも唐突すぎて〝わぁジョーカーだどうしよう、どうしよう、撃つか撃たないか、どうするあわわわわわ〟とあわてるさ。」前から思っていたことなんだが、彼の声真似は下手くそだ。
「俺様が薬品を取りに行ってくるから、丁重にお相手してくれよ。」
「それで、僕はどこで待っていればいい。」
「正面玄関、人の家にお邪魔するんだ。正面から入り、正面から出ていく。マナーだろう人形ちゃん。」ジョーカーは狂人だがマナーには滅法うるさかった。
ジョーカーは車のヘッドライトを点けた。僕と顔を合わせると、思いっきりアクセルを踏みそのまま正面玄関に向かってハンドルをきる。ようやく正面玄関に立っていたガードマンが異変に気がついた。
「GOOD EVENING!　暇そうな警備員！！今宵は追加の仕事が入るぜ、おいおい寝るなよ、目は開いているか？」ジョーカーは車から体を外に乗り出しながら、蛇行運転をしていた。入口まで迫ると甲高い音を立てながら急ブレーキをかけた。
そくさくとジョーカーは建物に侵入をした。
さぁ、仕事開始だ。
ぞろぞろと団体でやってくるガードマンを僕は素手で相手をした。数が多いだけで個々の力はほとんど無い者ばかりだった。「まさか、手加減とかしちゃっている感じ？そんな余裕はないと思った方がいいよ。まぁ本気できても勝てないけれどね。」ここで少し相手をからかう面白さはジョーカーから教わった話術の一つだった。さぁ、もっと本気になれよ。今夜が最後の日なんだからね。十五分ほどたっただろうか。僕の一言で殺気立ったガードマンたちであったが、無残にも一人残らず地面に伏してしまった。
「遅いなぁ。何しているんだろう。」一向にジョーカーは出てこない。
中で一暴れでもしているのだろう。彼の楽しみを邪魔することは無かったので僕はただ独り、地に伏したガードマンと共に待つことにした。先ほ
どまで戦場と化して場所は今では悲しく吹く風の音しか聞こえない。
 「この歌を君たちに贈るよ。
Lacrimosa dies illa,quq resurget ex（ 涙の日その日は、罪ある者が
favilla judicandus homo reus.　裁きを受ける日です。人が灰から
 Huic ergo parce ,Deus,pie Jesu Domine,dona eis requiem.蘇り、罪人
 Amen.として裁かれるときどうかこの者を憐れんで下さい、神よ
 O,den tårfllda dag,då den syndiga människan stiger fran ur askan 
 För att dömmas.慈しみ深い主イエスよ、彼らに安息を
 Skona henne då,Herre,barmhärtige Jesus Herre,giv dem frid! 
 Amen.お与えください。）」この曲はスウェーデン語の曲じゃない確か本当はラテン語であったはずだ。
僕は静かにモーツァルト作、涙の日を歌った。
プルルルルル
「はい、ジョーカー？」
「あ、予定変更。裏口に車もってこい。」無数の人の声が聞こえた。
「大丈夫？でも僕車なんて運転したことがないし、どうやって動かすの？」
「あぁ世間知らずな奴だ。いいか、アクセルを踏むんだ、ブレーキじゃあ進まない。足元にアクセルがあるから、それを踏むんだよ。あとは考えたらわかるだろう。」相当焦っているようだ。
とりあえず僕は言われたとおりに車に乗り、アクセルを踏もうと思ったが、二つ踏むペダルがある。
「どれがアクセルだろう。」もうここはフィーリングに頼るしかなかった。長い方が力がありそうだ。
「これだ。」僕は思いっきり踏むと車は急発進した。
「うわぁ。」思っていたよりもスピードが出るので驚いてしまう。
「ジョーカー今そっちに向かっている。止め方がわからないから、飛び乗って。」
「おいおい、そんな難しい事言うなよ。映画ではああいう事はエキストラっていう役職の人がやっているんだぜ。」ジョーカーの焦り声が聞こえた。
僕は助手席のドアを片手で開けた。
「今だ、飛び乗れ。」
ジョーカーは不格好にもなんとか乗車することが出来た。
追手が悔しそうにこちらを眺めていた。その顔を写真にでも残しておきたいほどだった。


　午後七時あたりバーバラ・ゴードンから連絡が入った。バーバラはかつてバットガールとして活躍していたが不本意な事故によって自力で立つことも歩くことも出来なくなってしまった。今は、このように情報提供をする陰ながら支えてくれる頼もしい人だ。
「ゴッサム科学研究所から事件発生の連絡が入ったわ。どうやらあなた方が追っている彼らの仕業みたい。早く助けに行ってあげて、目的地をバットモービルに送信しておいたから。」
「わかった。すぐに向かう。」ブルースはマスクと手袋をはめて、バットモービルに飛び乗った。助手席にはダミアンがひょいと乗り込んだ。
「やっと、ご対面だね(*’▽’)」ダミアンはどこか楽しそうに言った。
「俺も行くよブルース、ダミアンだけじゃ頼り無いだろう。」ディックはバイクのエンジンをかけながら言った。
そのころティムはブルースに言われた通り町の巡視をしていた。特に変わった様子もなく終わりそうだった。彼のもとにもバーバラからの連絡は入っていた。
「ティム、研究所にある物やデーターを収集しておいてくれ。」バットモービルから電話がはいる。
「言われなくても、もうやっているよ。それよりも応援に回らなくても大丈夫かい。」
「平気だ。ディックとダミアンがいるからな。」
「おい、そんなに俺一人じゃ頼りないのかよ(-”-)」助手席にいるダミアンが反論した。
「はははそんなことないよ。ダミアンもいるし平気だね。ジェイソンにも伝わっているのかい。」
「電話を切っているらしい。全く連絡がつかない。」怒りと呆れ交じりにブルースが言った。
（あぁ、なるほどね。ジェイソンならあり得る。）
「何かわかったら連絡するよ。気をつけろよ。」ティムはパソコンを開けた。
ウェイン低を出て十五分、ようやく街はずれにある研究所に着いた。
よく見ると門の前には何処かで見たことのあるシルエットが立っていた。
ジェイソンだ。
おせーよ。と言わんばかりの立ち姿だ。
「一歩遅かったぜ、見て見ろよ。」
ジェイソンが指さす方を見て見るとそこに写ったのは信じがたい光景だった。門は破壊され、入り口までの広場には無数のガードマンと思える人があちらこちらに倒れていた。
「全員素手でやられているみたいだ。それもほとんど一撃でな。もしあのガキがやったんだとしたら相当な力を持っているぜ。」ジェイソンは死体の横に座り込み、説明をした。
「・・・・。それで、なにが盗まれたんだ？」ディックが尋ねた。
「さぁな、ここの研究所に何があるなんて解るものか。そういう事は三代目様のお得意分野だろう？」ジェイソンはちらりとブルースの方を見た。
ブルースは彼に一目もくれず、そくさくと建物の中に入っていった。続いてダミアンとディックが入っていく姿を見て、ジェイソンは無意識に右手を銃の引き金においてしまった。どうやら悪い癖が未だに直っていなかったらしい。ついつい昔の様に銃口を彼に向けそうになる。
一人外に残されたジェイソンは、自力では目を閉じることが出来なくなってしまった男の目蓋をそっと手で閉ざしてやった。
「蘇って恨みをはらすとか考えずに安らかに眠れ。」それがどれほど無意味な事で自分の為になんかならないことをジェイソンは知っていた。
　一通りの調査を終えたが、結局何一つ掴めずに終わった。ディックはバイクにまたがり、神々しく明かりがつくゴッサムへ帰っていった。これからジョーカーが企んでいることを一刻でも早く暴かなくてはいけない。
さもないと、あの明かり全てがジョーカーの闇に消されてしまうだろう。
ケイブへ戻りバイクのエンジンを切ると、アルフレッドが待っていた。これがどれほど落ち着くことか。
「先にジェイソン様が戻られましたが、ご一緒ではなかったのですね。」
「あぁ、あいつ単独行動大好き人間だから。」ディックは髪を整えながら言った。
「それならば良いのですが。」アルフレッドが遠回しになにか言いたげな様子をみせた。
「どうかしていたのか？」ディックはベルトをとりながら言った。
「私の見間違えかもしれませんが、ひどく疲れていらっしゃるご様子でしたので。どこか体調でも悪いのかと・・・。」ディックは素早く着替えるとジェイソンの部屋へと向かった。あいつが体調が悪いなんて、太陽が反対から昇ってくるのと同じだ。
「おい、いるのかジェイ？入るぞ。」部屋の扉を開けると、一気に煙むささで咳が出た。
「たばこ吸うなら外で吸えよ。」ディックは手で空中を仰いだ。
「わりぃ。」全く感情がこもっていなかった。
「どうしたんだ？調子でも悪いのか。」心配そうに見つめてくるディックに不愛想な態度をとる。
「別に。」相変わらずだ。彼の〝別に〟という言葉を使うときは大抵拗ねている時に使っているのセリフだ。もうだいたい何が問題なのかはわかっている。
「ブルースか、いい加減意地を張るのは止めたらどうだ。本当は・・」
「あぁーあ、兄さんには敵わないや。何でもお見通しか。隠し事も出来ないぜ。これでも飲むか？」あのな、最後まで話は聞け。ジェイソンは空元気に振る舞い話題を変えようと、ワインを取り出した。
「どうしたんだこれ。」ディックでもなかなか手をつけないワインボトルをもってきた。
「行きつけの店でもらった。まぁーここの女が可愛いんだ。なんて言ったらいいのかな・・」ジェイソンはどうにかして説明をしようとした。
「おまえの女好きはどうにかならないのか？」
女の話になると元気を取り戻すのも昔となんら変わらない。ジェイソンはその話はもう勘弁してほしいという顔をして話を脱線させた。
「それより、バーバラとはどうなんだ？」ジェイソンが尋ねてきた。痛い所を突く。
「どうって、別に何もないけれど。」何もない。本当だ。
「はぁー。逃げられるぜ、いつか。デートとかしないわけ？」こいつの心配をしに来たのに逆手を取られたディックは少し悪態をついた。
「来週行く約束をしているよ。」約束はしていたが、絶対にいけるとは限らなかった。なんせ、忙しいからだ。
「やるじゃん。昔から思っていたんだけど、バーバラってなかなか見応えがあるよな。特に、バットガールの時の彼女は良かったなぁ。」ジェイソンは回想にふけっている。
「お前っていう奴は・・・。」
呆れてしまうが、そういうところがジェイソンらしくて良かった。結局ｓそんなたわいも無い話をしているうちにジェイソンは酔いつぶれて寝てしまった。













それから、連日ジョーカーと”ブラック・ロビン”の犯罪が収まることはなかった。






車で早急にジョーカーの基地に戻ると、ジョーカーは早速、毒薬作りに精をあげていた。一方僕はというと、手についた血を洗い流すのに必死だった。相当時間がたっているせいで、爪にこびりついた血はなかなかとれなかった。これ以上は無意味だと思った僕は、蛇口をひねり手を拭いた。
よく見るとこの部屋には沢山の物が置いてある。変わった箱や大きなマネキン、錆びたバールに古いカメラ、そしてピアノ。僕はピアノの前に立つと人差し指で軽く鍵盤を押した。ピアノは静かにポロンと小さな音を出す。
あぁ、あの人もピアノが好きだったな、暇さえあればよく弾いていた。
僕もその人にピアノを教えてもらったがもう忘れてしまったし、もうあの人たちのことは思い出す必要もないだろう。
僕がピアノから離れようとしたとき、後ろからするりと手が伸びた。
「ピアノは弾けるのかい？」ジョーカーは白い顔を近づけた。僕が答えるよりも先に彼はピアノを弾き始めた。
彼の白い骨のような指が鍵盤の上を優雅に踊る。彼は自分の世界にでも入ったかのように全身でピアノを弾いていた。
この曲は聞き覚えがある。どこか心の深いところまで響くような曲調に、高い技術が必要になるこの曲はリストの〝ラ・カンパネラ〟である。
だが、不思議なことに僕が昔聞いたラ・カンパネラはこんな悍ましい色をした曲だっただろうか。
ジョーカーは演奏し終えると、僕の方に振り返り隣に座るように誘った。
「一度も弾いたことがないのかい。」彼の眼は僕の心の中を覗いているようだった。
「いいや、習ったことはあるよ。だいぶ昔のことだけど、それにこの曲だって弾いたことはあるよ。忘れちゃったけれどね。」僕は彼に、はにかんでみせた。
「人形ちゃんにとっての昔ってどれぐらいだ？あはははは、体で覚えたことはそう簡単には抜けないぜ。まあこれは痛みについても同じことだが。」ジョーカーは僕の両手を掴み鍵盤の上においた。ジョーカーは僕に合わせているのか、ゆっくりと弾き始めた。
不思議なことに指は次にどこの位置に置けばいいのか覚えていた。それはまるで自分の指ではないように思えるほど、すらすらと動いた。あぁ、うんざりしてしまう。あんな奴ら、世界で一番嫌いなのに、嫌いな奴に習ったものを僕はまだ忘れることが出来ないなんて、情けない。
僕とジョーカーの息はピッタリと合っていた。二人で弾くほどより一層この曲が狂気にみち溢れたものに聞こえる。
薄暗い部屋全体に響く僕らの演奏は、もう使われなくなってしまったガラクタに聞かせているようだった。
「ラララララララー。」ジョーカーが歌い始める。結局僕らはその後も何曲か弾いたのであった。
「さぁてと、明日はゴッサムの軍事施設に向かうぞ。」
「一暴れだね。」
「あぁ、ははははははははは。もう少しで完成する。そうすれば、あのバットマンはどんな顔をするだろう、あははっはははっは。」
ジョーカーは笑いながら部屋を出ていった。全く彼は一人でも笑えるから羨ましい。
僕はポケットから棒キャンディーを取り出すと、口に銜えた。
　翌日、僕はいつもより少し遅く起きるとガレージを開けて外へでた。
朝のゴッサムは夜に比べて静かだし、清々しい。
一つ伸びをすると、近くに捨ててあった新聞紙を広げた。
見出しには『防げなかったバットマン。殺戮ジョーカー一員。』と書かれてあった。昨晩の事件について全面に書かれていた。
バットマン。一体どんな男なのだろう。ビルの間から射し込む朝の陽ざしが顔に当たり、目を細める。
バットマン。僕は自然と顔が緩んだ。






　「ブルースようやくわかったよ、ジョーカーたちが盗んだのはこれだ。」ティムはモニターに画像を写した。どうやら一晩中頑張っていてくれていたらしい。
「よくやった。」ブルースは一言告げた。
「説明させてもらうと、これは単品でもかなり危険な薬品だ。主な性質として物を溶かす。気体になってもその効果を発揮する。恐ろしい薬品だよ。
この情報をどこで手に入れたのかまでは解らないけれど、おそらく彼はこれを撒き散らすつもりなんじゃないのかな。」ティムはモニターを見つめたまま説明をした。
「簡単すぎるな。」ブルースは口に手を当てて考え始めた。
「確かに、これじゃあジョーカーらしくない。この薬品と何かを混ぜて最強の毒薬でも作って僕たちに仕掛けてくるはずだよね。」
「・・・。ダミアンとティムはゴッサムの郊外を捜索しろ、ディックは中心部、ジェイソンは・・・・。」
「ジェイは俺と行動するよ。」ディックがつかさず答えた。
「ジョーカーを発見次第、捕えろ。」ブルースは席を外しバットモービルへ向かった。
「わかったよ。ブルース。」
「・・・りょーけー。」ジェイソンが此処にきて初めて答えた。
「汚い言葉遣いだなジェイ。ダミアンが真似するだろう、ほらもう一度言い直して。」ディックが珍しくからかう。
「了解だブルース。」ジェイソンはそっぽを向いたまま言い直した。
「うぇっ、きも(・Ａ・)」隣にいたダミアンが吹き出している。
「待てクソガキっ！」
ジェイソンがダミアンのフードを思いっきりかぶせた。
「やめろよ、ばかっ！」
そんなもめ事をしている間にブルースはバットモービルで出ていってしまった。
「俺たちも行くぞ、ジェイ。」
「おう、今行く。」ジェイソンはバイクに軽やかに飛び乗るとすぐさま発進した。
「僕たちも行こうか。」ティムは車（レッドバード）をだした。
「この車に乗るのは初めてだ。ラッキー(‘◇’)」ダミアンは車の周りをじっくりと見つめた。


「ジョーカー、今日の作戦は？」僕は作業中のジョーカーに質問する。
「あ、ない。作戦なんか立てたところで、そのように実行するは限らないし無い方がいい。」ジョーカーは試験管を振り回す。
「無い方が良いって？」
「あればその通りにしか動かないだろう。だから・・あっ。」どうやら失敗したらしい。
「悪いけど、気を散らさないでくれないか？俺様こう見えて結構気が散りやすいんだ。カフェとかで勉強できるタイプではないから。ほらこんな色になっちゃった。」ジョーカーは新しい試験管に液体を流し込む。
「ごめん。邪魔する気はないよ。」僕は、そっと部屋を出ていった。「五時には出発できるようにしておけよ。」つまり五時まで僕は暇するわけだ。







　　　　対面



ディックとジェイソンはゴッサムの中心部にある最も治安の悪い路地裏へ訪れた。ディックはここには来ることはほぼ無かったので位置検索をし始めた。
「ここは俺の出番だな。」ジェイソンが誇らしげに言う。
ジェイソンはもともとこのあたりに住んでいたから詳しいのだろう、すたすたと歩いて行く。奥へ行けば行くほど建物の落書きやごみの量が増えていった。
「相変わらずこの辺りは変わらねぇなあ。」要は、良くも悪くもなっていないということだ。
するとふらりと型体が良い男が現れた。
「おっ、おいそこのてめえ、このあたりにこれぐらいの少年いなかった？ジョーカーっていう男と一緒にいる少年なんだけど。」
男はジェイソンの存在に気が付くと、ゆっくりと指を鳴らしながら振り向いた。
「てめえ呼ばれされたくねぇな。坊ちゃんよ。」男はジェイソンに振りかぶった。（あーあーやめておけ。）案の定、ジェイソンの拳が男の顔に入る。
「なぁ、見たか見なかったか聞いてんだよ。」やり方が雑い。これじゃあ先に警察に捕まってしまいそうだ。
「あぁ見たことあるぜ、ちょっと前までこのあたりでは有名なガキだったからな。この道を下りたあたりに寝泊まりしていたはずだ。もう今はいねえけどな。」男は頬を抑えたまま立ち去った。
「ジェイ、やりすぎだぞ。」ディックは見るに見かねて注意をした。
「？あれぐらい問題ねえって、それより急ごう。」問題大ありだ。
道を下りると、男が言っていた場所についた。水浸しで湿っているものの、かろうじて人が住める場所だった。
奥の方で何か詰まっているのが見えた。
「ジェイ・・・・。ナイフ持っているか。」
「おいおい小鳥のディックちゃん。お前、万能ベルト無しでロビン卒業したのかよ・・・。結構便利だぜこれ・・・。」
ジェイソンは呆れた顔をしながらナイフを渡す。
「うん・・・何これ？」ディックはナイフを見つめる。
「バタフライナイフだけど。」
「それぐらい見たらわかるよ。お前、一々これで格好つけているわけ？」
「兄さんも使えば、女の前でやったらモテること間違いなし。」
「仕事中にっ・・・。」もう返す言葉も無かった。
ナイフで詰まっているものを取り出すと、小さな人形があった。手作りなのかあちこち糸が飛び出ている。
よく見ると周りには似たような人形が沢山ある。
「趣味なのか・・・？一応調べてみる必要があるね。」ディックは人形を簡易Ｘ線検査装置にかけた。
「どうだ？」
「いや、ただの人形だな。」ディックは人形をジェイソンに渡した。
ジェイソンは人形をまじまじと見つめている。ポケットに入れていた携帯がぶるぶると鳴る。
「ブルース？何かあったのかい。」
「今バーバラからある事件の時に撮られていた監視カメラの映像がきた。どうやらそこに写っているのがブラック・ロビンと思われる少年なんだ。
確認してくれ。」ブルースから動画を受け取ったディックは早速動画を見ることにした。
そこには一人の変わったフード姿の少年と男が立っていた。男の方は全身に何かを身に着けているようだ。少年は持っていたスティックで何度も男に攻撃を仕掛けている。
「こいつ、スウェーデン人か？」隣で見ていたジェイソンが話す。
「あぁ、スウェーデン語を話しているから間違いないだろう。この事件は確か半年前にあった、大富豪の客船事故だったよな。あの時の主犯格はトゥルーフェイスだったはず、ジョーカーも混じっていたという事なのか？」
ディックは外壁にもたれかかり考え始める。ジョーカーがそんなものに興味があるようには思えない。
「どうだろうな。ようはあのガキを捕まえれば全てわかる。」ジェイソンは考えることよりも行動が先な人だった。
　一方そのころティムとダミアンはレッドバードに乗ってゴッサムの郊外を巡視していた。
「お前でよかったぁー(^▽^)」ダミアンが助手席で手を伸ばす。
「うん？どういう意味？」
「ジェイソンとだったら絶対に任務うまくいかないもん！あいつ大人のくせに子供っぽい所多いからさっｗ。」
（確かに・・・ジェイソンはいつもは強気でいるが、凄い甘えん坊さんだ。でも、子供っぽい所は君には言われたくないとおもうよ・・・）
「ハハハ、確かに。」やや空笑いで答える。
「それに、ディックはディックで真面目すぎて直ぐに怒るんだもん。あいつ自分が初代だからって気取っているんだよ。」
（いやいや気取ってないよ。イタズラの度が過ぎているから怒るんだよ。）
ティムはハンドルを右にきった。
「今思うと、お前って草食系だよな。俺と相性良い事間違いなし！やっぱ父さんは分かっているよな。」ダミアンは胡坐をかき始めた。
「うっうん？いまいち理解し難いね。ディックだって草食系じゃない？」
「はぁーお前知らないの？ディックは自然にモテるから例外だよ。」
（あぁ・・・そっち系・・）
「それに、ああ見えてバーバラに関しては肉食系だぜ、父さんが言ってた。意外だよな！おい、スピード出しすぎじゃねえ？(´ﾟдﾟ｀)」
（は、初めて知った・・・）
「ジェイソンは昔から女好きじゃん。あいつはバリバリの肉食系だな（‐⁰‐:）」
（うん。確かに・・・なにかと女だ。）
「んでお前、もて期ねーよな(*^▽^*)」
（うん確かに・・・。）
信号が赤から青へ変わった。
「おい、青だぞ！」ダミアンが怒鳴る。ふと我に返ったティムは慌ててアクセルを踏んだ。今隣にいるダミアンから放たれた言葉がいつまでも頭の中でループしていた。
（・・・・・・・・・・・・・・・・・・もう帰りたい・・・・・・・涙）
ティムはそれから一言もしゃべらなかった。
　

「はぁーあ、いつになったらバットマンに会えるんだよ。」助手席に座るテディが嘆く。
「俺様といる限り嫌になるほど会えるぜ。」ジョーカーは片手でハンドルを握りもう片方の手で後部座席に置いてあったバズーカを取り出した。
「準備は出来ているな？」ジョーカーはアクセルを全開にしながら立ち上がる。
「何時でもオッケー。」テディはシートベルトを外しシートの上に足を置いて何時でも飛び降りられるように準備した。
「ゴッサム軍事施設にこれをお見舞いしてやるぜ、盛り上がると言ったらクラッカーだろアハハッハ。」ジョーカーはクラッカーのプリントがされたバズーカを打ち込んだ。花火でも打ちあがるような音を立てながら弾はしっかりと正門をぶち抜いた。
「ギャハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ。」立ち込める砂煙の中からジョーカーの笑い声が聞こえる。
機関銃を構えた軍人とおもえる団体がぞろぞろとやってくる。ジョーカーは弾をよけるように蛇行運転をしながら、建物に向かっていく。
一発の銃弾がタイヤに当たり、ハンドル操作が出来なくなった。「それじゃあ後は頼むぜ、人形ちゃん。」
テディは車から飛び降りると、まずは近くにいた軍人の動きを抑え込み、持っていた機関銃を乱射させた。ばたり、ばたり、と人が倒れる度に、辺りの視界がさらける。テディは自慢の速さで軍人の間を風の様にすり抜けていく、軍人たちが機関銃をいくら撃っても当たりはしない。彼らが撃っているのはテディの残像であるからだ。
恐怖の顔をつくる前に殺られていく軍人の顔は、何とも言えないものだった。
そのころジョーカーは、目的の薬がある部屋の前までたどり着いていた。
彼が持っている機関銃には弾がほとんど残ってはいなかった。無鉄砲に撃ちすぎたことを後悔しても仕方がなかった。ジョーカーの五感が何かに反応をした。どうやらお客様が来たらしい。
「・・・・クク。そこにいるんだろう、バットマン。」
黒い影がジョーカーの目の前に現れ、何も言わず顔を殴る。
「おいおい、久しぶりだっていうのにいきなり拳は無いだろう？バットマン。」ジョーカーはよろけながら話す。これがジョーカーとバットマンの挨拶みたいなものだった。
「何を企んでいる。言え。」マスクから見える瞳がじっとジョーカーを見つめた。
「そんなに睨むなよ。まだ何もしていないだろう？まあこれからするけれど。それはお楽しみ。」ジョーカーは背中に隠していた機関銃を取り出す。
ババババババババババン
カチヤ、カチヤ。
「はいはい弾切れ。うーんおかしいな今日の運勢は悪くないはずなんだけれど。」バットマンはジョーカーの胸倉を掴んだ。
「もう一度言う、なにを企んでいる。」マスクの下からは怒りが漏れていた。「君はすぐに、答えを知りたがる。面白くないね～ゲームというのはその経過も楽しまなきゃいけない。ハハハハハ。ジェイソンとはうまくやっているのかい、バットマン？アハハハその顔じゃあ上手くいっていないみたいだ。パパも案外大変だなアハハハハどうした、バットマン。」ジョーカーは赤い唇が裂けるほど笑う。そこに、無言の一発。そしてもう一発。拳が入る。
もう何十発と殴られているはずなのに、ジョーカーは笑いを止めなかった。
「・・・バットマン。残念ながら今日は俺様の方が運が良いみたいだ。」ジョーカーはバットマンの背後に目を向けた。
ガチャリ
バットマンの背後で扉が閉まる音がした。はっと振り返ると、あの少年が目的の物を持って立っている。実際に見てみるとごく普通の子供にしか見えないが、何とも言えない気迫を感じた。
少年は、ジョーカーの方をチラリとみるとくるりと走り去って行った。
なんて判断力のある少年だろうか。ジョーカーの目的を達成することを優先し、俺がジョーカーを殺さないことをたった数秒で見切ったのだ。
「おっと、逃がさないぜ、バットマン。」
ジョーカーは胸についていたブローチから催眠ガスを吹きかけた。手で口を押える前に不覚にも吸い込んでしまった催眠ガスが物の瞬く間に効果を表した。
バットマンの目が覚めたのは、それから十分後だった。
「・・・・くっ。ディック。今お前たちの方向にあの少年が薬品を持って逃走しているはずだ。ＧＰＳで追跡できるようにしてある。俺も後を追う。」
バットマンは少年の方へ振り向いた時、小型ＧＰＳを少年に取り付けていたのだ。
「何があったかは後で聞くけれど、了解した。」
ディックは電話を切ると、直ぐにＧＰＳで少年の位置を確認した。赤い矢印が建物の外から出ていくのを捉えることが出来た。
「こっちだ。」
「俺たちにばれないように、表通りは使わない作戦らしいな。」ジェイソンがＧＰＳを確認しながら言う。
「ハハハなるほどな。兄さんこいつの行動が読めたぜ。こっちだ。」
ジェイソンンは狭い路地に入っていった。
しばらく走り続けるとジェイソンは無邪気な笑みを浮かべながらディックに話しかける。
「ここの角を曲がれば奴に追いつく。」いつになく自信にあふれているジェイソンに驚きを隠せない。
「よく知っているな、ジェイソン。」
「あぁ、よくバットマンとの仕事中にここの角のアイス食っていたからな。イチゴ味おすすめだぜ。」ジェイソンがチラリと振り向いた。
「なぁ・・・。それってサボっていたってこと？」ディックは先ほどの感情を返してほしくなった。
「まぁ。サボタージュってやつだな。こう・・・ブルースにばれないように食べるのがスリルがあってな・・・。」ジェイソンは一人話に花を咲かせていた。
バコン∑
ディックはジェイソンの頭をスティックで叩いた。
「殺すきかっ。」ジェイソンが頭を押さえる。
「真面目にやれっ。」
角を曲がると、前方にロビンのコスチュームを着た少年の姿が見えた。
奴だ。
「Vanta(待てっ)」ディックはスウェーデン語で言い放つ。ディックはブルースから幼い頃から英才教育を受けていたため、何ヶ国語かは話すことが出来た。少年は一度だけこちらに振り向くとニタリと笑ってビルの屋上へ飛びあがった。
ジェイソンとディックも直ぐに、グラップネルガンを使って屋上へ上った。
屋上では少年が待ち構えていた。町の音をかき消すぐらいの風が吹く。
「Ta ut alla grej.(持っている物をだせ。)」
「Ska vi prata med engelska?Tala du engelska.(英語で話そう？英語ははなせるよね。)」少年が堪能に話かてくる。
「Ja.(あぁ)」
ジェイソンはまじまじと二人の会話を聞いている。
赤い瞳、紺色の髪、外見から判断してダミアンよりも年下の少年だ。その姿は確かにロビンであったが、どこかまがまがしい雰囲気が漂っていた。正直、あまり近づき難い。
「ナイトウィング・・・・。」どうやらジェイソンもそのことに気が付いたらしい。緊張が伝わってくる。
少年は笑みを浮かべながら、一歩ずつ落ち着いた歩調で近づいてきた。ぞわりと髪が逆立ち、赤い瞳を見開くと少年が目の前から消えたのであった。
ジェイソンとディックの間に風が通り抜ける。
少年はいつの間にか二人の間を通り過ぎていたのだ。
「くっ・・・・・・・。」ジェイソンは驚きを隠せない様子だった。少年はその場では何も攻撃を仕掛けてくることなく通り過ぎていき、ゆっくりと顔だけをこちらに向けて攻撃を仕掛けようとしていた。
瞬きさえ許されない薄く細い時間の中、少年はディックにフェイントを仕掛けた。
（早いっ・・・。）
ディックは音を頼りに少年のフェイントをかわしたが紙一重で間に合う程度だった。
バン、バン、バン
「援護するぜ。ナイトウィング。」ジェイソンが苦戦気味のディックに言った。
（あいつを捕まえるためにはフルモードにしたいが、ディックがあいつから離れない限りそれはできねぇ・・・）少年は地面を思いっきり蹴り飛躍して、ジェイソンの攻撃を回避した。
ふっと、再び少年の姿が消える。
ディックは全身の神経を尖らせた。
背後に砂塵と風の気配を感じ、反射的に防御する構えをとったが、寸秒の差で少年のスティックが背中に命中する。
ドツンと鈍い音とともに激痛が電流の様に走り、体制が崩れた。
（あのスティックはただの鉄では出来ていないな・・・。まともにくらったら相当やばい・・・）
再び少年が振りかぶった。ディックは咄嗟に少年との距離をとる。
数メートル先からタイミングを窺っていたジェイソンが迷うことなく引き金を引く。
しかし、少年に弾が届く前に全てかわされてしまった。
「Shit….!」ジェイソンが弾を入れ替える。あの少年は傍目はディックと戦ってだけにしか見えないが、ちゃんとこちらへの警戒を怠っていなかった。隙がない相手にジェイソンは滞りを感じていた。
すると、バサッと頭上に黒い影が現れた。
「あいつ、ただもんじゃねーぞ。」ジェイソンはディックの方を見つめながらブルースに話しかけた。
これはただの忠告に過ぎない。












ガツン
再び少年の攻撃がディックに当たり、かるく二メートルほど吹っ飛ばされてしまった。
「いけるか。ナイトウィング？」ブルースがディックの手を貸しながら尋ねた。
「あぁ・・・・。問題ない。」ディックはブルースの手を借り、ゆっくりと立ち上がった。
ディックは口に付いた血を拭いながらブルースには目を向けず少年の方を見ながら話した。
「彼、尋常じゃないほど速いよ。」少年は息が上がることもなく、三人の様子を笑いながら見ていた。
「レッドフード、お前はその位置から様子を窺いながら援護しろ。俺とナイトウィングでやつを捕まえる。」ジェイソンはフッと笑うと反論した。
「あれっ？あんた前に銃を使うことは許さないとか言っていなかったっけ？」ブルースはジェイソンに目を向けることなく、まっすぐ少年を見たままこう言った。
「お前のそれは、麻酔銃だろう。」
（しってるのか・・・・・）ジェイソンは顔を緩めた。
少年はニタリと笑うと二人に向かって走り出す。
（さっきより早い）ディックは歯と歯を強く噛みしめた。
ブルースはベルトから小さなカプセルを取り出すと少年の足元に投げた。一瞬のうちに地面は凍り付く。少年はたじろぐこともなく咄嗟に飛躍する。
そこへ隙を与えまいとブルースがバットランを投げる。
投げられたバットランは綺麗な放物線を描いて正確に少年に命中したと思われたが、一体どのようにして取ったのであろうか、バットランは逆にブルースを攻撃してきた。
それもかなり使い慣れているように思えた。
バットランは少年の手から投げられると、ブルースの顔面に向かってやってきた。
ブルースは肩を後ろに引き、かわす。
かわされたバットランはブルースの背後で旋回し、再び攻撃を仕掛けてきた。
恐らく少年は、投げる時に手首でひねりを入れたのだろう。
ひねりを入れれば旋回することは誰にでもわかる事であるが、実際に自分のものにしようと思えばそれなりの訓練が必要になってくる。
ガキン
バットランの攻撃はディックによって阻止された。
少年は真っすぐブルースに向かって走ってくる。ブルースは拳を振りかざした。それは、たったわずかな時間であったが少年はその隙を狙って溝内に強烈な蹴りをいれた。
「・・・・ッツ゚。！」
あの少年からくりだされたとは思えない程の蹴りをくらったブルースは軽く宙に吹っ飛ぶ。
「へぇーやるなぁ。」ジェイソンは敵ながら感心をした。
少年の背後にいたディックは少しでも外傷がないようにと、スティックで足を狙いにいったものの、容易にかわされる。
このままじゃ捕まえることが出来ないと思ったディックは、エクステリマ・スティックのスイッチを入れて、パルス電流を流した。青い稲妻がジリジリと音を立てる。少年がこちらへ向かってきた瞬間。地面にスティックを突き刺した。
高電圧の短い波長の電流が勢いよく、眩い青色の光を出しながら流れた。
普通ならば失神するはずであったが少年はよろよろと歩く。
「・・・！」不死身なのか。驚きが隠せない。
「ナイトウインングどうやらあのスティックは不導体でできているようだ。」ブルースが言う。
不導体とは考えてもいなかった。
カラン、カラン。
少年の手からスティックが落ちた。どうやら、多少は打撃を受けているようだ。二、三歩下がると、とうとうしゃがみこんでしまった。
「なぜこんな事をしている。ジョーカーがどれほど危険な奴か知っているのか。」ブルースの低い声が風と共に響く。
「・・・・・。」少年は全く何も答えない。
「両親はどうした。いないのか？」ディックが詰め寄る。少年は赤い瞳を見開いて睨みつける。
「FUCK OFF!（糞くらえだ）」
少年は隠し持っていたナイフを近くにいたディックの顔にめがけて攻撃してきた。
ディックは咄嗟に落ちていたバッタランを少年の左腕に刺した。
赤い血がたらたらと流れる。痛みのあまりに、手放してしまったナイフをブルースが拾う。
もう、少年には武器がないとみえた。右手で傷口を抑えている少年はゆっくりと立ち上がり、落ち着いた口調で確かにこう言った。
「Trifle Dock（仮初の人形）」不気味な気配に気が付き、少年から目を離さない思いで振り返り確認してみると、背後にはいつの間にか等身サイズほどの陶器性のマネキンが現れた。
マネキンは容赦なく三人に攻撃をしてきた。手を壊そうが、足を壊そうが、マネキンはびくともせずに近づいてくる。
プップーーーーー
車のクラクションが鳴ると少年はこの場から立ち去ろうとした。逃すまいとブルースもディックも少年を捕まえようとするがマネキンに阻まれ、少年には近づくことが出来なかった。
「逃がさねぇよ。」この機を逃さんとばかりにジェイソンは少年に、麻酔銃を連射する。二発ほど、確かに少年に当たった。効果はすぐにみられるはずだったが少年は転落防止柵の上に立ち上がると、一言ジェイソンに向かってこう言った。
「ジョーカーがひどく君のことを気に入っていたよ。今度会いにいったら？」少年は目を細めて笑う。ジェイソンは心の臓が高鳴るのを感じた。
「楽しかったけど、下で彼が待っているから行かなくちゃ。」少年はぐらりと、背中からビルの谷へ落ちていった。
「おいっ、待て！」
ジェイソンが身を乗り出して下を見てみたがそこにはもう少年の姿も、ジョーカーの姿も無かった。


「バットマンと戦ったんだろう？初めて戦ってどうだった。」
「今までで一番手ごたえのあるやつだったね。面白いよ。」テディは左腕を押さえながら言った。
「〝Sew treatment〟」テディは傷を糸で縫合していく。傷口はあっという間に何事も無かったかのように塞がれていた。
「へぇーそれも君の能力？」
「便利でしょ。いろんな怪我を治せるんだ。じゃーんあっという間に元通り。」テディはジョーカーに見せびらかす。
「ハハハハハハこれじゃあバットマンも敵わないな。さぁ、早速帰って薬の制作にはいるぞ。ハハハハハハハハハ。今回ばかりは、バットマンも白旗を上げるほかないな。」
　トゥルルルルー
「ティム、ダミアン。ジョーカーに逃げられた。奴らは車で逃走中だ。追跡を頼む。メイン通りから東に向かっているはずだ。」ブルースから連絡が入る。
「はぁ？逃げられたのかよ。(-“-)」ダミアンの一声が聞えた。
「わかった。ＧＰＳでの捜索は出来ないのかい？」ティムはヘアピンカーブをすると、急いでメイン通りへ向かっていった。
「それが、勘の鋭い少年でＧＰＳが破壊されているようだ。」
「超小型なんだよ。見つかるはずが無いんだけれどなぁ。」ティムは自分の試作品を見透かされたことに相当落ち込んでいるかのようだった。
「頼んだ。」
ブルースは電話をきる。
「大丈夫かディック？」ジェイソンが座り込むディックの心配をする。
「あぁ。心配ない。それよりも貴重なものをゲットできた。」ディックはバッタランを見せた。
「・・。？」ジェイソンはだから、と言わんばかりの顔だった。
「ＤＮＡを調べることが出来る。これであいつの正体を暴ける。」
「流石！相変わらずやることがねちっこいな。」ジェイソンが右手の中指を鳴らす。
「褒め言葉として受け取っておくよ。」ディックとジェイソンはブルースとは別れ、先にケイブに戻ることにした。
ケイブに戻ると早速アルフレッドが怪我の治療をしてくれた。
「ひどいものですね。こんなに腫れ上がるとは。」アルフレッドは丁寧に湿布を貼っていく。
「一応このスーツ、チタン加工されているから普通の武器だったらここまで打撃は受けないんだけれど。」ディックは苦虫を噛み潰したような顔をした。
「ウルツァイトじゃないか？絶縁体だし・・・。ダイヤモンドよりも固いしな。」ジェイソンが言う。
「だけど、ウルツァイトだとしたらあのスティック大体１４キロはあるぞ。」
「あの少年だぜ。それぐらい何ともないはずだ。」ジェイソンはパソコンをいじる。
「ＤＮＡの結果は出たか？」寝台の上に座るディックが問いかける。
「ああ。だけど該当する人物が出てこねぇ。」ジェイソンは頭をかいた。
「ゴッサムの住人ではないという訳か・・・・。世界全体で調べてみよう。」
「絞り込むのに時間が掛かるだろうな。」ジェイソンは足を組みながら黙々と作業を始めた。
二、三時間後ダミアンとティムがケイブへ帰ってきた。
「やぁ。それっ大丈夫かい？ディック。」ティムはディックの腫れた足と、腕を見た。時間が経つほど傷跡は変色していった。
「平気、平気。」実際かなり痛みはあったが、ディックは微笑んでみせた。
「ブルースがこっちの方を手伝えって言ったんだけれど、順調？」ティムはひょいとパソコンを覗く。
「はぁー？世界中に人が何人いるか知っているのか？」ジェイソンは半ギレ状態だった。
「今のところ該当者は何人なんだい？」ティムは逆鱗に触れないように聞く。
「３５６人。ＤＮＡって世界に同じ奴っているのかよ。」
「いないけど、サンプルが少ないんだよ。これだけの血の量じゃあ不十分なんだ。」ティムは自分のパソコンを開けると、手伝い始めた。
そこから二時間後。ジェイソンはすっかりやる気を失ったのか、ソファーで一人眠りについていた。ティムは長い時間、様々な方法で調べているようだがなかなか結果がでないままでいた。そこへバットモービルが帰ってきた。車体が濡れていることから、どうやら外は雨が降っているらしい。
「どうだ？」ブルースがマスクを外し歩きながら言った。
「ダメだ。該当者がいない。おそらく登録されていないんだよ。」ティムはぐったりと座りなおした。「じゃあ、親類検索だ。」ブルースはティムからパソコンを取ると検索し始めた。




「
――――――――――――検索結果――――――――――――
　９５％
父　ジョン・グレイソン　生存確認できませんでした。
　母　マリー・グレイソン　生存確認できませんでした。
　兄弟　リチャード・ジョン・グレイソン
数秒間、時間の流れが止まったかのように感じた。
どうゆうことだ。今ここに出てきた結果が信じられなかった。
先ほどまで疼いていた傷の痛みはもうどこかへと消えていった。
「バカな。そんなはずはない。俺に兄弟なんていない。」
そうだ。落ち着いて考えてみろ。俺の両親はとっくに死んでいるじゃないか。
「そうだよ。彼の年齢からして考えられないよ。」ティムは目を丸くした。
「だが、深く調べてみる必要がありそうだなバーバラに協力を頼んでみよう。」ブルースが腕組みをした。
「よし。わかった電話してくる。」ジェイソンが立ち上がるとディックが勢いよくジェイソンを止めた。
「ジェイ！俺がする。」
ディックの突飛な行動に一瞬空気が固まる。
「おっおお・・・・・・。」ジェイソンはディックの気迫に押され唖然としている。
「あつあつぅー(›ω›)」
キッ！！！∑
ディックが思いっきり睨みつける。
「こっ・・怖えー(ﾟДﾟ)ﾉ」ジェイソンには任せられない。どうせあいつのことだ、何を言うかわからない。
「それにしても、もしこの結果が正しければかなりおかしいよ。ディックは今、二十五で両親が殺された時の年齢が十歳。少なくともあの少年は十五歳あたりなはずなのに、どう見てもダミアンと同じ十歳になるかならにかだ。」ティムは診断結果をまじまじと見つめる。
「それに、もし弟がいればディックが知らないわけがない。」ため息交じりに言う。
（機械のミスだろうか・・・？けれどもこの機械が間違える確率はほぼゼロに近い。）
「取り敢えず、バーバラからの報告を待とう。」ブルースはそう告げると再びバットモービルに乗り込み、夜の街へと出ていった。




ジョーカーのアジトに戻ったころにはもう日が暮れていた。
彼は自分の部屋にこもると、早速鼻歌を歌いながら薬品作りに熱中していた。僕はというと服やスティックについた汚れをとろうと洗面台に向かった。蛇口をひねり洗面器に水を貯めた。腕を入れると、透明だった色がじわじわと赤色に変色していった。
ふと、スティックについた血が気になった。僕は、水で洗い流すのを止め前にジョーカーが話していたことを思い出した。
人にはその人にしかないパズルのピースがあって、世界中で全く同じ物を持った人はいない。そのいくつものパズルが複雑にくっ付いて人をつくる。ただし全く同じパズルの人物はいないが、家族は似たようなパズルを持っている。そのパズルがわかると色々その人について知ることが出来る。
僕はその時自分の素性を知ろうとしたが、データーは無かった。
僕は早速、ＤＮＡ検査機にかけてみた。ジョーカーの見よう見真似であったからあまり自信は無い。
ナイトウィングがＤＮＡ検査で素性がばれてしまうことを知らないはずがないが、やってみなきゃわからない。諦め半分で調べてみると思った通りデーターは消されていた。
「わかるわけないかっ。」僕が諦めてパソコンの電源を切ろうとすと、パソコンは慌てたかのようにある情報をディスプレイに出した。
「・・・・。９５％？・・・テディ？」
僕はディスプレイに張り付くぐらい顔を近づけた。
一体どういう事なのだろうか。パズルが似ているという事なのだろう。似ている。似ている。再びジョーカーの話が頭をよぎる。同じパズルを持っている人はいないが、似たようなものを持っている人がいる。それは、
〝家族〟。
つまり、ナイトウィングは家族だということになるのだ。
「うわぁ。」僕は腰を抜かした。あまりにも唐突すぎて、そして今から僕らが殺ろうとしている人が家族だということに、僕は今まで味わったことのないものに襲われた。
クマのぬいぐるみがそっと僕にささやいた。
「誰にも言わない方が良い。君のためだ」と。
僕の中で今、何かが変わろうとしていた。





バットケイブにはいつもと違う重たい空気が漂っていた。特にディックはモニターに何時間も釘づけだし、ティムもカタカタとパソコンをいじり朝からブルースはダミアンを連れて街に出ている。行き場のないジェイソンはソファーに座りながら何十時間も銃を磨いたりしながらこの状況を見ていた。何か一言、そうこの場に合ったセリフを言わなければこの場を離れることが出来ない。
「バーバラからまだ連絡はこねぇのか？」とうとうジェイソンはこの重たい空気に銃弾を撃ち込むかのように話し始めた。
「あぁ。まだない。」ディックは物思いに耽っているかのように答えた。
ジェイソンは全ての銃を拭き終わると煙草を吸おうと外に出ようとした。
そこへバーバラからの連絡が入った。
「何かつかめたか？」ディックが尋ねる。
「もう、とても大変だったのよ。パパのパソコンに入り込んでそのあと・・・もう長くて忘れたわ。すごい情報よ、私もまだ信じられないぐらい・・・。
ルレオ・バークス知っている？かなりイカレタ医者で有名よ。体の一部さえあれば人間を造れる。ある意味天才医師。そんな非人道的な研究を長年してきたのには理由があって彼は、実の子を未熟児で生まれたためになくしているの、よっぽどだったのだわ。彼はそこから気でも狂ったかのようにこの研究をし始めた。」バーバラは顔をしかめた。
「それで、この実験は成功したのか？」ディックは真剣な眼差しで尋ねる。
「いいえ、成功したかどうかは不明だった。けれど私この情報を手に入れた後、彼がいた病院へ行ったの。もう彼の研究データーは無かったのだけれど、隠し扉から手帳を見つけたの、私って天才！中身は拝見済みよ。」
「それで、何がわかったんだ。」ディックはバーバラの話をそっちのけにして尋ねる。モニターに写るバーバラの顔が一瞬曇った。
「彼が研究中にあのグレイソン家の事件が起きた。病院に運ばれた時にはあなたのご両親の息は無かった。病院は休診日だったため臨時で彼が死亡報告書を書くことになり、その時彼は母親の中に赤ん坊がいることに気が付いた。彼は何とかして助けようとして、未熟児の赤ん坊と人形を組み合わせた。どんな方法を使ったのかまでは書かれていないのでけれど、その赤ん坊は生き延びた。それがあの少年。名前はテディ。だから彼は人形を操れるのよ。貴方達も見たんでしょう？。」おとぎ話でも聞いているかのようだった。人形と組み合わせて生まれたなんてどこの誰が信じるだろうか。流石にティムもお手上げの様子だった。
「その後、医師はどうなった？」
「ガンで亡くなっているわ。信じられないでしょうけれど、テディは、ディック。貴方の弟よ、彼を助けてあげるべきだわ。」バーバラは静かに語った。
「あいつが、ディックの弟？ハ八ッありえねーな。どこにディックの要素があるんだよｗ」いつの間にか帰ってきたダミアンが堂々と腰を掛けながら言う。
「確かに。真面目ぽくないな。あっ、待てここにブルースの要素が一つもねえ奴がいたわ・・。性格が曲がっているところは似ているけどな。」
ジェイソンがからむ。
「はぁ？」ダミアンは立ち上がってジェイソンに噛みつかんばかりの顔をした。
「もう、ジェイソンもダミアンもやめなよ。」ティムは相変わらず二人の仲介人だ。二人の間に入り宥めようとした。
「引っ込んでろ三代目！」ダミアンとジェイソンが同時にティムに言い放つ。（・・・・・せめて名前で呼んでくれないかな）普段ならばここでディックがハッピーアイスクリームなんて言うのだろうが、今はそれどころではないらしい。
「それで、ディックこれからどうするの。彼が弟だということは真実みたいだし・・・。」ティムは黙り込んでいるディックに話す。
「訳を話しても、信じてはもらえないだろうし、捕まえることも難しいだろう。このまま野放しにしておくのも危険だよ。」だからといって、二人を戦わせるのは見ていられない。ティムもジェイソンもそしてダミアンもディックの返事を待った。
「彼を捕える。それが最善だ。」ディックはそう答えると自室へ戻っていった。今この場にはいたくなかったからだ。いれば、自分の考えに疑いを持つに違いないからだ。
ケイブから自室に戻るまで、ディックは今日起ったことを頭の中でビデオを再生するかのように一つ一つ思い返した。こんなに悩んだことは今回で三回目だ。一回目はロビンになるかどうか考えた時、二回目は独立を決めた時そして今回、ディックは部屋に入るとベッドに横たわった。迷った時にする行動の一つだ。
家族を失い、独りぼっちになったディックに手を差し伸べてくれたブルース。ティディにはそんなふうに手を差し伸べてくれる人がいなかったのだろう。ディックは家族を失ったあの日の自分を思い出した。孤独と悲しみと怒りが渦巻き、何もかも無くなってしまえばいいと思えたあの日々。ティディもそんな風に感じているのだろうか。そもそも家族の素晴らしさも、温かさも知らないのではないだろうか。ディックはブルードヘイブンにある自宅の天井とは違う懐かしい壁の模様を見ながらそんなことばかり考えていた。






「人形ちゃんそろそろ最終段階に入るぜ。」ジョーカーは扉を思いっきり開ける。そうだ、今日は筋枝緩和剤を奪いにいく日だった。
「うん！今行く。」テディは急いで服のうえからコスチュームを着ながら車に乗り込んだ。
目的地までの道中、テディの顔から笑みが消えることは無かった。町全体がいつもと違って神々しく見える。
「どうした？」その様子にジョーカーが気が付かないはずが無かった。
「今日もバットマン来るかなぁ。」テディは目を輝かせる。昨日の楽しさがまだ体に染みついていた。
「バットマンが来るとは限らないな。」ジョーカーがそっけなく言う。
「じゃあ、ナイトウィングとか？」ジョーカーはテディの目が先ほどより輝いたような気がした。
「ああ。そうかもな。よっぽど気に入ったんだね、人形ちゃん。」ジョーカーは物言いたげな感じで言った。
「ねぇ、何処に向かっているの？」
「薬局さっ。一回ぐらいは行ったことがあるだろう。」
ジョーカーはそう言いながら路地へ車を進めていく。路地へ入っていくほど街並みは薄暗く、普通の薬局に行くのではないことが窺えた。いや、まず普通の薬局にそんなものが売っているわけがない。
ジョーカーとテディはあるビルの前に着いた。ビルというよりは小さめのマンションに店が入っているような感じだった。
ジョーカーはつかつかと建物に入っていく、その後を小走りでティディが付いて行った。
「グッドイブニング。」ジョーカーは店主に挨拶をすると店内を見回る。店内には色々な薬があった。漢方薬や見たこともない薬が置いてある、これらすべてが毒薬だった。
店の店主はかなり大柄な男だった。身長は二メートルあってもおかしくない。
目つきは鋭く、かみ殺されそうだ。
「うーん。筋枝緩和剤はこれしかないのかい？」ジョーカーは何個か手に持ちながら不満をもらした。
「てめぇ、あのジョーカーとか言うピエロか？」
店主は鋭い目つきで睨みつける。坊主頭に加え白い腕に刻まれた刺青をみるとかなり迫力のある男だ。
「あー。俺様としたことが、申し遅れた。俺様はジョーカーだ。こっちは友人のテディだ。」
テディはひょいとジョーカーの背後から姿を見せた。まるで、羽束師狩りやの子供みたいに。
「ジョーカーと言ったな？」店主は問いただした。すると店主はテーブルに隠していた金属バットを取り出した。
「おいおい、俺様は買い物に来ただけだぞ。まあ、財布はどっかに忘れてきちゃったけど・・・。」ジョーカーはポケットに財布が入っていないか確認をする素振りをみせる。
「裏の世界でもおめえのことは有名でな。賞金までかかっているんだ、悪いがここでそこの餓鬼とくたばってくれや。」男はバットを軽く手で叩いた。
「あー悪いんだけど。今日は時間がなくてね。また今度にしてくれないかな。」
ジョーカーは店主の目の前によると、胸の辺りに着けていたブローチから店主の目に向けて液体を放った。たちまち店主は雄叫びをあげ顔に手をあてる。
「ありったけの筋枝緩和剤を取るんだ。」ジョーカーは店主の始末に手をやいていた。
テディは奥の部屋に入り、箱詰めされていたものを全て外へ持って出た。
ジョーカーはハンカチで汚れた手を拭きながらゆっくりと車の方へ戻ってきた。
「まったく。礼儀というものを知らないやつらが多い。」ジョーカーは愚痴をこぼしたが、その顔には笑みが浮かんでいた。
テディは爆弾を仕掛けた。別に仕掛ける必要は無かったが大騒ぎになれば必ず彼らが来る。そう確信をしていたからだ。自分でもなぜこうするのかわからなかった。
もう一度殺り合いたいのか？いや、しっくりとこない。答えは別にあった。けれどもそれは自分では答えられないところにあった。
破裂音と共に一気に炎が舞い上がる。外にいた人は悲鳴を上げながら逃げていく。
「ぎゃははは。やっぱり、仕事をした後はバーンとした方がいい。」ジョーカーは軽いステップを踏みながら車に乗った。
「・・・♪来ないのか？」ジョーカーの声が燃える残がいと交ざって聞こえた。
「もうちょっと楽しんでから帰るよ。」テディは彼に一目も向けずに答えた。テディの顔には自分では押さえつけることが出来ないほどの喜びの笑みが浮かんでいた。何故なら、上空にはコウモリのシグナルが照らされていたからだ。
「・・・来る。」

　

パトロール中のディックのバイクにブルースから電話が入った。
「何、爆発したって？わかった直ぐに向かうよ。」ディックはバイクをUターンさせるとすぐに来た道を戻った。
爆発現場は路地を入ったあまり治安の良くないところで起きた。
「なんてこった。」ディックが目にしたのは道に散らばったガラスの破片、燃える店の前で怪我をしている人、そしていまだに聞こえる小さな爆発音。近くにいた消防隊員にディックはつかさず話かけた。
「あたりにいる人を非難させろ。また爆発するかもしれない。」隊員はすぐさま他の隊員に伝え、怪我人や住人を非難させた。
こんな派手な演出をするのはジョーカーに違いない。だが、わざわざここまでする理由はなんだ。彼には必ず理由があるはずだ、だが今回は・・・。これは、ジョーカーじゃなくてブラック・ロビンの仕業か。
ディックは無線機をジェイソンにつなげた。
「レッドフード。お前どうせ盗み聞きしているんだろう。今すぐジョーカーとあの少年を探せ、奴らはまだこの近くにいるはずだ。」
「よし。わかった。たまたまそのあたりを視回っていたから探すぜ。」嘘つき。何がたまたまだ。また俺の無線機をハッキングしてブルースとの会話を聞いていたのだろう。全く相変わらず悪い癖は残ったままだ。
「さて、俺もジョーカーを探すとするか。」
タタタタタッ
「おい、坊主。そこから早く離れろ。」一人の隊員が燃え上がる店に向かって叫ぶ。
子供・・・。店にいたのか？
直進してきた子供はディックとぶつかった。必死に逃げてきたためディックの姿に気が付いていなかったのだろう。
「おっと。大丈夫か？」ディックは少年の方に手を置いた。
少年は顔を合わせることなく、こくりとうなずくと走り去ってしまった。
「よっぽど怖かったのだろうな・・。」ディックは暗い路地に向かって走り去る少年を見つめた。
ストン
「おい、ジョーカーを探せと言っただろう。」ジェイソンがディックの隣に降りてきた。
「あぁ、それは大丈夫。レッド・ロビンとロビンが探している。」平気でこのようなことを言うジェイソンが時々羨ましく思う。
「なんでお前は探さない。」ディックは中心から呆れかえった。
「はぁー。そんなねちっこいことやりたくねぇーよ。俺はどちらかというとダイレクトに現場で殺り合いたいんだよ。それにナイトウィングの弟様には借りがあるからな。」もう何処を注意したらいいかわからない。
「まったく・・。わがままな奴だ。」ディックは頭を抱え込んだ。
「なんだそれ？」ジェイソンがディックの脇腹を見る。
「えっ？」手の形に血が付いていた。
「まだ付いたばかりだぜ。」ジェイソンが神妙な顔をする。
「いつ付いたんだろう・・。あっ。あの子供とぶつかった時か。」ディックはつい先程の出来事を思い出した。
「怪我でもしていたんだろうな。」ジェイソンは興味が無いような言い方をした。
「怪我・・。」ディックは真剣な表情をみせた。なにかが引っかかった。
「おいっ。どうした？」
「今すぐDNA検査をしろ。」ジェイソンはあっけにとられたまま簡易検査機を取り出し、検査をし始めた。二、三分もあれば検査できる便利な道具だ。
ジェイソンは火が収まった店に入っていった。
「ナイトウィング、どうやらここの店主は爆発が起きる前に誰かに殺されているぜ。死因は恐らく大量出血ぽいな。」
ピピっ。どうやら結果がでたようだ。
「どうだ？」店の中からジェイソンが尋ねた。
「うん。間違いなくここの店主の血だ。」ディックは検査機をしまいながら言った。「つまり、俺とぶつかった子供は、ブラック・ロビンということになる。だが、そうなると疑問がある。なぜ、彼は俺とぶつかったのかだ。俺の存在に気が付いていないわけがない。」わざとに間違いない。
「GPSをつけたんじゃねえか。GPSをつけて、俺らの在り処でも探ろうとしているに違いねえ。」ジェイソンの言う通りだ。あのブラック・ロビンは戦闘を好んでいるように見えた。きっとバットマンの在り処を見つけて、再び交えに来るに違いない。
「面倒だが、一つ一つ探すとするか。」最新のGPSだとしたらアーマーのほんの隙間にでも取り付けることは可能だ。
「スキャナーに掛けてみたけれど、反応は無いぜ。」ジェイソンは念入りに確認しているディックに伝える。
「・・・。取り付けられてはいないようだな。とりあえず、ケイブに戻ってこのことを伝えるとしよう。」
ケイブに戻った二人は早速状況を報告した。
「あの店は、裏の奴らには良く知られている店で非合法的な薬品を販売していることで有名だよ。おそらく、ジョーカーはあの店で何か買ったんだろうな。」ティムは調べつくした店に関する情報を読み上げた。
「購入履歴を調べられなくするために、店を燃やしたのか(-`ω-)」
「ジョーカーがやったとは思えない。二人が睨んだ通りブラック・ロビンの仕業で間違いないだろう。」ブルースはリアルタイムの現場の写真をスクリーンに映した。
「要は、ド派手な爆発は僕たちを呼び寄せるためで、今回現場に来たのが目当てだったバットマンじゃなかったから何も起こさずに帰った。そして爆発が起こった騒ぎによって僕たちの目を欺き、ジョーカーを上手く逃がすことが出来た。と考えられるね。そろそろジョーカーたちが本格的に動き出すんじゃないかな。」ティムはプレゼンテーションでもしているかのように熱弁した。
　一日が終わろうとしていたころ、ジェイソンがダミアンの戦闘練習の相手をしていた。第三者から見れば戦闘練習と言う名の喧嘩だ。
「おいおい誰だよ。こんなところにゴミを置いた奴。ジェイか？」
ディックは散らばった黒い羽を指さした。
「うん？違げーよ。ダミアンのフードの羽だろ。おいもげているぞダミアン。」ジェイソンはダミアンの頭を軽く叩いた。
「もげねてねーし。そんな羽知らないよー(´Д｀)」ダミアンはジェイソンに舌を出した。
「まったく、誰でもいいから気が付いたら捨てておけよ。」ディックは散らばっている羽を拾い上げ、ゴミ箱に捨てた。




　　　　「見つけた。」


　テディは人差し指と親指に挟んだ黒い羽をくるくると回した。
ふっと息を吹きかけると羽はすっと消え、銀色に光るテグスのような糸が彼の人差し指からどこまでも伸びた。それはまるで彼をどこかに案内でもするかのように糸は途切れることなく続いていた。
「これは本当に便利だなぁ。」テディはベッドに横たわった。
「君が望んだ技だから。思うままに作れる。」クマのテディが口を開く。
「望めばなんでも出来るの？」
「・・・想い。この羽も、この糸も全て実際には存在しない。全て君の想像が作りあげた。」
「じゃあ。本当は無いの？」テディが不安げに聞く。
「あるとも、無いとも言えない。本当だったら、僕は話すことも歩くことも出来ないけれど出来ている。君の生まれ持った力なのかもしれない。」
「じゃあもし、僕がこの世界を壊したいと思ったら出来るの？」テディはベッドの近くにある窓から見えるゴッサムを見ながら言った。
「・・・。その気になれば。だけど今の君にはその思いがない。それだけの力を出すとなると、君は自分を失うことになる。」
クマの瞳は冷たくテディを見つめた。












ティムがテーブルに雑誌を投げつけた。いきなりの行動に全員が振り返る。
「ジェイソン！こういうデリカシーな雑誌を堂々と置かないでくれないか。」珍しくティムからジェイソンに話かけている。
「えっ？ああこれお前も見るか？」ジェイソンは雑誌を乱雑にめくりながら話す。
「そ、そんなものに興味ないね。」ティムは半ギレ状態だ。
「あーぁあ、お前こういうの買ったことないんだろう。」ジェイソンがニタリと笑う。
「買うわけないじゃないか！ジェイソンだけだそんなものを買うのは。」ジェイソンはわざと驚いたふりをしながら話し始めた。
「えっ！？ディックだって買った事あるぜ。なぁ。」ジェイソンは意地悪げな微笑みを浮かべた。ディックは作業を一旦中断し、ジェイソンの方に体を向けた。
「あぁ、誰にでもあるだろう？」ディックは表情一つ変えずに答えた。
（嘘だ・・・）ジェイソンは声を立てずに体をばたつかせながら立ちすくむティムの背後で笑っていた。不意にインターホンのベル音が鳴り響いた。
「誰でしょうか。」アルフレッドはそう言いながら身なりを整え、玄関を出ていく。
若者と思われる高い声が聞えた。
「ウェインさんに荷物を届けに参りました。」若者というよりは、子供らしい声だった。
「いつものジョセフじゃありませんね。」
「はい。ジョセフの代わりに来ました。」アルフレッドは風変りな少年に目を向けた。背はそこまで高くなく、帽子の隙間から出ている煌びやかに輝く紺色の髪に、透き通るような白い肌。このあたりでは見かけない少年だった。
「随分とお若いですね。アルバイトですか？」アルフレッドはサインをしながら尋ねた。
「ええ、家が貧しいものですから。それにしても沢山の人形ですね。」
「これですか？ウェイン様は、孤児院施設に寄付としてこの人形を子供たちに渡しているのです。」
「そうですか・・・。素晴らしい方ですね。それでは、僕は次の仕事がありますので。」宅配の少年はくるりと振り返り来た道を戻っていった。
門を閉めると、アルフレッドは荷物の箱を抱えながらあたりに散らばっている木の葉を見つめ、ため息をついた。ケイブに繋がるエレベーターに乗りブルースのもとへ行った。
「アルフレッド、随分遅かったじゃないか。」
「申し訳ございません。ブルース様、少々話をしていまして・・・。」
「珍しいな。ジョセフと話をするなんて。」ブルースは毎度のこと、アルフレッドには目を向けず、パソコンで作業をしながら話をする。
「いいえ、ジョセフではなく、代理人の・・。」アルフレッドはそこまで言いかけると、名前を聞き忘れていたことに気が付いた。
「どうした。アルフレッド。」ブルースは手を止め、振り向いた。
「私としましたことが、名前を聞き忘れてしまいました。」すると、何処からともなくティムが目を丸くして、アルフレッドに問い詰めた。
「アルフレッド、ネームタグその人付けていた？どんな感じの人だった？」
ブルースはティムを見た。ティムは昔から直観力に優れていた。今回もまた何かに気が付いたのかもしれない。
「申し訳ありません。ネームタグまでは・・・。見た目は、まだ子供でしたね、紺色の髪をした色白の少年でした。」
「紺色の髪・・・。」ティムには何か引っかかるものがあった。根拠は無かったが、ここ数日間のことで違和感を感じていた。（ケイブに落ちていた黒い鳥の羽。ケイブの空調設備や環境からしてそのような物が落ちていることは絶対と言ってよいほどあり得ないことだ。そして、今回の紺髪の少年。ディックやジェイソンが戦った、ブラック・ロビンの可能性が高い。しかし、羽は調べ済みだ。ゴッサムでは少年が働いていてもおかしくは無い。ただ、あまりにもかぶりすぎている。ブラック・ロビンと。）






帰り道、ティディは沈みかけた夕日に照らされながら今日ウェイン邸に行った事を思い返してみた。
作戦の〝下見〟として行ったつもりだったが、下見は次いでだったのかもしれないなと思いながら子供らしく、色の付いたタイルしか踏まない遊びをしながら、ジョーカーのもとへと帰宅する。
今日は珍しく、ジョーカーの部屋からは物音一つしなかった。
ボストンバッグをどさりと床に置き、肩を二、三回まわす。
ふと、机のうえに置いてあるメモ張に目が留まった。ぺらぺらと数枚めくると、あることに気がついた。
ウェイン邸の住所が書かれた紙が無い事に。
「ない。ない。何処にもない。」確かにここに挟んでおいたはずだった。
なぜ、無いのだろう。どこかに落としたのだろうか。
「ねぇ、みんな知らない？」
傍においてあった人形が口を開いて、驚くべき言葉を口にした。

「とても楽しそうな顔をしながら、ジョーカーが持って行ってしまったわ。」

これが、一体とういう意味なのかは、すぐさま理解できた。
ジョーカーは薬を完成させ、ウェイン邸へと向かったのだ。
テディは全身に冷たいものが流れ込むような気がした。
ぐずぐずしてなどはいられない。
爪が、食い込むぐらい手をぎゅっと握ると部屋を飛び出し風よりも速く走った。
知らず知らずのうちに、切れた口からは血がにじんで鉄の味が広がった。その血が、口内に広がる前にテディはすでに中間地点までたどり着いていた。
しかし、いつものティディとはどこか様子がおかしかった。
この程度では全く疲れないはずなのに、すでに息は上がっていた。
足は一目散にウェイン邸を目指しているなか、テディはひたすら同じことを考えていた。
それは、ジョーカーを追いかけて一体どうするのか。
なぜ、ジョーカーに住所を教えなかったのか。わからなかった。

〝兄〟

嗚呼これがあるからだ。
真実を知ったあの日から、テディの中では行動と考えが分裂状態だった。
だが、テディにはわからない。
こういうのを何というのかわからない。頭だけが取り残されているような感じだった。
歩道には、休日ということもあって沢山の家族ずれが歩いている。
「歩道を走るよりもビルの上を駆け抜ける方が早い。」
テディは助走をつけると、両脚に力を入れて跳んだ。いつもならば悠々と上れるはずなのに今日はやけに体が重い。
テディの身体はビルの屋上には上れず、指先だけが引っかかる状態だった。指がぎしりと奇妙な音を立て左の手に黒い線がはしる。
「・・・っ。早く。」
全ての力を指先に込めて体を持ち上げる。
一刻をも惜しむかのように、ビルの間を風の様に駆け抜け、ウェイン邸を目指す。
車道を走る車の中に、ジョーカーの車が見当たらないことが余計にテディに圧力をかけた。
目の前にある公園を抜ければウェイン邸にたどり着く。
しかし、テディは木の間から見えるウェイン邸に違和感を感じた。
夜にも関わらず、明かりが一切ついていないことだ。
昼間とは異なって、ウェイン邸の周りには車も、人気も一切なくただ屋敷だけが異様な風景気を醸し出していた。
固唾を飲みこみ、屋敷に近づくと、明らかに昼間とは違うところに気が付いた。
無様に大破した門の奥には、見覚えのある車が雑に停められていた。
遅かったか。
テディは肩で息をしている呼吸を整え、屋敷の中へと入って行った。


コツン、コツンと歩くたびに、冷たい大理石の床が暗い部屋に響きわたる。
かろうじて、窓から射し込む月光によって部屋を見渡すことができた。
壁に掛けられた肖像画に汚れ一つないテーブル。
そうとうきれい好きのようだ。
「誰もいないのか・・・。」テディは静まりかえる部屋でぼそりと言った。
ふと見ると、青い目をした磁器人形が大切に置いてあった。彼女なら知っているかもしれない。
「ねぇ、バットマンはどこにいるか知っている？」テディが話かけると、人形はゆっくりと顔を上げ、口を開いた。
「知らないわ。そんな人。」なんともそっけない返事をされた。
「お願い。教えてくれないと大変なことになるんだ。」テディは余裕のない表情をみせ、声を張り上げた。
「これ以上。侵入者を入れるわけにはいかない。」人形は断固として教えないつもりだ。
「頼むよ。」テディは目線を地面に落とした。
青目の人形はゆっくりと立ち上がり、まじまじとテディを見つめた。
「・・・。変わっているわね貴方。自分で気が付いているのかはわからないけれど・・・。貴方を信用するわ、だって〝同じ〟ですものね。そこに大きな掛け時計があるでしょう。それを左にずらしなさい。」
テディは暗闇で威厳をたもつ掛け時計を左にずらした。
すると白色蛍光灯に照らされたエレベーターにつながっていた。
エレベーターの扉が閉まると自動的に下へと動き出し、地下へと降りていった。
急にエレベーターは止まり、扉が開く。
先ほどいた場所とは違い、辺りは鍾乳洞のような岩に囲まれていた。
年中日が当たらないせいか、空気は冷たくこのような場所がゴッサムの地下に広がっていたとは考えにくかった。
暗い洞窟を一歩ずつ確かめるように進んでいく、天井には何処から出入りしているのかは解らないが、無数のコウモリの巣がみえた。
バットマンはコウモリをペットとして飼っているのだろうかと考えながら、かすかな光が射し込む方向へ歩いて行く。
そこには驚きの光景が広がっていた。
無数のモニターや今まで見たこともない武器や機械が置かれていた。
三階建てで、一階から三階まで吹き抜けになっていた。
一階には外に繋がると思える扉が四枚あり、ここからバットモービルで出動していることがわかった。あっけにとられて見ていると、二階から人の話し声が聞えた。
テディはすぐさま二階に飛び移り物陰に隠れて様子を窺った。
「こんなに面白い所に、どうしてもっと早く俺様を招待しなかった？」
ジョーカーは片手で例の薬品を振り回しながらバットマンに話しかける。
どうやら、まだ薬品を開けていないようだった。
テディはひとつ肩の荷がおりた気がした。
「おやおや、なぜこの場所がばれたのかっていう顔をしているな？」
ジョーカーは完全にからかっていた。
「そんなことはどうでもいい。それより何が目的だ。」
バットマンは落ち着いた口調で質問したが、ジョーカーが率直に答えるわけが無かった。
何故ならそれを答えてもらうのもゲームの一つなのだから。
「ちっ、ちっ、ちっ。だめだよ、バットマン。前にも教えた通り、問題の答えは自分で考えるからこそ楽しいものだ。人生において最も多いのは問題であって、それを解決するのは自分自身だ。」ジョーカーはぐるりとバットマンの周囲をまわる。
「お前のつまらない問題には付き合いきれない。」バットマンは拳をふりかぶる。
「おっと、バットマンこれが見えないのか？これが割れたでもしたら大変だぜ。いくらご自慢のバットスーツでもこの薬品は防げないぜ。
」ジョーカーはケイブ全体に響き渡るほど声を張り上げて笑った。
テディはその様子をじっくりと見ていた。ふと人の気配を感じ辺りを見渡すと、三階にナイトウィングとレッドフード。そして一階にもう二人いるのに気が付いた。
まずい、このままではジョーカーが挟撃にあうのは間違いなかった。
ジョーカーはこのことに気が付いていないのだろうか、いや気がついているはずだ。
ジョーカーが何を考えているのかテディには全く予測が出来なかった。
このままではジョーカーが彼らに捕まり今までの努力が水の泡になってしまうことはわかっていたが、何故か足はピクリとも地面から離れなかった。
ジェイソンがタイミングを見計らって、ジョーカーへ向かって音もたてずに急降下していくのが見えた。
ジョーカーは数メートル頭上にいるジェイソンに気が付いたのはジェイソンの銃の安全装置が外された音を聞いた後だった。
ジョーカーがジェイソンに気を取られている間に、ディックが薬を奪い、ティムとダミアンはジョーカーの背後についた。
いきなり目の前に現れたジェイソンに驚く素振りも見せずに、ジョーカーは挨拶をした。
「久しぶりだね。ジェイソン。その様子だとパパとは仲直りでもしたのかな？」
ジョーカーはジェイソンの心の内を探るかのような眼差しで見つめた。
ガリッ。
ジェイソンは短い歯ぎしりをし、銃口をジョーカーの額に食い込ませるかのうようにあてた。
憎き相手を目の前にしているジェイソンがいつ発砲してもおかしくない状態だ。


ジョーカーは首をガクリと落とし、一度だけ物陰からこの様子を窺っていたテディの方を見た。
「・・・・クッ・・・ハハハハハハハハハハハハハハハ。」ジョーカーの笑い声が静寂だったケイブを引き裂いた。
「残念だったな。バットマン。お前の答えは不正解だ。俺様の狙いはこれじゃない。」
ジョーカーは少し間を置くといつも通りの口調で話はじめた。
「俺様の友人は本当に面白い奴でな。初めてあいつを知ったのは十五年前だ。ある医師が変わった研究をしているってことを風のうわさで聞いてちょっくら研究室に忍び込んだ時だ。」
十五年前・・・？テディは十五年前では誕生していない。
「それじゃあ。お前は。」場が凍り付いた。
「そうさ、テディがグレイソン家だということはずっと前から知っているよ。それとナイトウィングお前がディック・グレイソンだということもだ。」
ジョーカーは不気味な笑顔をディックに向けた。
その顔は常人では出すことの出来ないほど不気味な笑顔だった。
「まさか、あのサーカス少年がゴッサムで生きていると知ったときは笑いが止まらなかったよ。なぜだかわかるか？」
テディはジョーカーの声が耳元でささやかれているように聞こえた。
「何故って？うまくいけば、兄弟どおし殺り合うところを見れるからだ。ナイトウィング、いやディック・グレイソンお前なら必ずテディがお前の弟だということを知ることが出来ると思っていた。」
「テディは全て知っているのか。」
ディックはキレる寸前だった。
「お前が兄だということだけだ。あとは何も知らない。自分がであるかもな。テディ。そこにいるんだろう？お前には現実というものを理解しなくてはいけない。時には辛い現実を受け止めるのも大切なことだ。俺様も精神科医に異常がみられると言われたときは相当ショックだった。お前は、人なんかじゃない。人形でもない。まがい物だ。見ていて面白かったぜテディ。今のお前は自分がどうしたらいいのかわからないだろう。俺様がお前のやるべきことを言ってやるさっ。いいかテディお前が望んでいた家族は、お前が弟だと知っていたにも関わらず、お前を倒そうとしていたんだよ。もうやることはわかっただろう。家族を手に入れることなんか、初めから無理な絵空事だったんだよ。ハハハハハハハハハハハさぁ、こいつらをどうする？」
テディは全身から血の気が引くのを感じた。
耳からはジョーカーの声が何重にもかさなった音が聞こえ、鼓膜を貫く。
ぐらりと視界が霞み立っていることが出来なくなった。
息が荒くなる。
何を、何を信じれば良い？
結局ジョーカーも裏切ったのだ。結局いままでの奴らと何にも変わらないやつだったのだ。
嘘つき。
嘘つき。
LIAR（嘘つき者め！）
テディの全てから光が消えた。
体の奥深い中心から禍々しいものを感じた。それは、赤黒く次第にテディを呑み込んでいった。
キィーと細い糸が張り詰めるような音が聞えた。
もう、テディは理性を失った暴走人形となってしまった。














バットケイブに切り裂くような風が吹く。
一瞬視界が奪われ、誰もがこの状況を把握できなかった。
風が収まり、目を開けるとテディが立っていた。ジェイソンとディックは今までにないほどの寒気を感じた。
ここに今立っている少年は、前回戦いを交えた少年と同一人物とは思えないほどの気迫を感じ取っていたからだ。

それはまるで魂を無くした亡霊のようだった。

「相手は相当暴走している。手加減なんかできねぇ。」
ディックに向けられたこの一言には、彼に殺り合う覚悟を決めろとでも言っているかのようだった。
理性を失ったテディは体を左右にゆらし、顔を俯かせながら歩いてきた。
彼の手足を縛っている糸は得体の知らないモノに繋がれていた。
その得体の知らないモノがテディの本性なのか、それとも彼がつくり出したものなのかは解らない。だが、もしテディが外に出れば、大惨事を引き起こすことに違いなかった。
「こんなことは、やめろ。」先陣を切ったのはティムだった。
ティムはテディに駆け寄ると、彼の肩を掴み揺さぶった。
「もう、やめっ・・・。」
ティムはそう言いかけたが、彼の目を見た瞬間、全く聞こえていないことを理解した。
ティムはここにいる少年がもう人間の少年ではなく、心を失った殺戮人形にしか捉えることが出来なかった。
テディはティムの胸倉を掴むと、そのまま彼を一階に放り投げた。
それは、ほんの一瞬の出来事だった。
「てめぇえええ！！！」
ダミアンが刀を取り出し、正面からテディに切りかかった。
しかし、テディの右手が勢いよくダミアンの目の前に突き出されると、まるで金縛りにでもあったかのように体が動かなくなる。
「クッ・・・なんだこれ。」
テディはそのまま、ダミアンを一階の方へ振り投げた。
「ウットオシイ。」
テディはぼそりとつぶやくと、カッと目を見開いてこう言った。

「Trrifick Dark」

前にも聞いたことがあるセリフ。
一体どういう意味なのかその場にいたディックたちには検討もつかなかった。




「いてて、ちきしょー！ティム大丈夫か？」
ダミアンが頭を押さえながら、膝まづいているティムに話しかける。
「なんとか・・・。ティーンタイタンズに入団してから結構たつけれど、こんなにダメージくらったのは無かったかも。」
ティムはゆっくりと立ち上がった。
「おい、なんだあれ？」ダミアンがティムの背後を指さした。
「・・・。まずいな。」
振り返ったティムが見た物は無数の人形だった。
「これもあいつの技かよ。」
ダミアンは愚痴をこぼしたが、顔には笑みが浮かんでいた。
「ロビンの中で、本当に誰が一番すごいか見せてやる。」
ダミアンは刀を拾い上げ、無数の人形に向かって走っていった。

「どうして、うちの家族はこうも次から次へと問題が多いんだ。」
ティムはスティックを取り出した。

　【視点→ナイトウィング】
一階には、瞬く間に無数の人形が現れた。
あの場は、ティムとダミアンに任せることにして俺は、目の前にいるものに集中した。
ジェイソンは普段使用している殺傷能力がほぼ無い銃弾から、滅多に使わない実弾に入れ替えた。俺は、冷静に考えた。ここでとるべき一番最善な行動を・・・。
ここでテディを止めなくては、ゴッサム全体が危ない・・それは十分理解している。
俺は、二本のスティックを抜き取り、力強く握った。

闘いたくない。

こんな気持ちになるのは二度目だ。


テディは、何歩か歩くとぴたりと動きを止めた。
前回と同じく自慢の速さで攻撃を仕掛けるつもりなのか。
だが、テディは顔をゆっくりと上げ、紅い瞳を見開いた。
テディは俺たちのことが見えていないかのようだった。彼が見ていたのは、いつの間にか三階に避難していたジョーカーだった。
ジョーカーはテディの視線を感じると、くちが裂けるほどの笑みをうかべていた。
まるで、こちらに来いと言っているかのようだった。
それに反応するかのように、テディは薄笑いを浮かべた。
ブルースがアイコンタクトをとると瞬時に俺とジェイソンは身構えた。
テディは四足獣のように身を丸める。
Triffick Darkの本体と大腿部をつないでいる糸がけたたましい音を立てながら張り詰め、テディの大腿部は通常ではあり得ないほど膨れ上がった。
次の瞬間、
テディは目の前から消えジョーカーの首を握る音が聞えた。
俺の反射神経を持ってさえもテディを止めることは出来なかった。
ジェイソンはすぐさまグラップネルガンを使って、テディの背後に迫った。

テディに気が付かれないように音を消しながら、風一つ無いように迫ったに違いなかった。

だが、その気配に気が付いたのか、ジェイソンが銃の引き金を引く前にテディは勢いよく右腕を突き出し、振り下ろした。
ダミアンの時と同じく、目では見えない衝撃波がジェイソンを襲った。
ジェイソンは態勢を立て直すことが出来ずに地面に体を叩きつけられた。

「レッドフード！」

ブルースの声とジョーカーの笑い声が混じり、ケイブ全体を包み込んだ。
ジェイソンはなんとか立ち上がったが様子がおかしい。
「レッドフード。大丈夫か？」と聞いてみたがしばらく返事が返ってこなかったがしばらくして、痛みをこらえる声と共に返事が返ってきた。
「あぁ、左腕はいかれたみたいだが、大丈夫だ。それよりもあいつを止めろ。」
ジェイソンのことも気になってはいたが、俺は今目の前にある現状を対処することに集中した。
テディと二人きりになったジョーカーは目の前にいるテディに何やら話しかけている。俺が聞えたのはたった一言だけ。

「人形ちゃんは、おもちゃを全部隠しちまう。」

一体何を意味しているのか解らなかった。
俺は、覚悟を決めテディに迫った。もう、どうすることもできない。止めなくてはいけない。無理矢理でも。

「待て。ロビン。」

ブルースが俺を止めた。
一瞬彼が、ロビンと呼んだのは気のせいだろうか。
俺は、握りしめていたスティックの力を抜いた。
目が覚めたかのように、俺は今自分がしようとしていたことに気が付かされた。
バーバラが言っていた言葉が蘇る。

テディは、俺の弟だ。

「ナイトウィング、テディとTrifick Dark をつないでいる糸を切れ。そうすれば、助かるかもしれない。」
ブルースは俺の気持ちを見抜いていた。俺がテディを殺れないことを。
「レッドフード。いけるか？」
「・・・・。左腕は完全に折れたがいけるぜ。」ジェイソンは左手をかばいながら立ち上がった。
「私とレッドフードがやつの糸を狙う。その隙にナイトウィングはテディを救出しろ。」
俺はテディとジョーカーのいる場所へ向かって行った。
襲い掛かろうとしている人形をブルースが排除してくれているおかげで俺はただ、一つのことに集中することが出来た。
グラップネルガンを使って三階に上がる。予測していた通りテディは糸を使って攻撃を仕掛けてきた。
そこをジェイソンが二階の対面側から糸を狙い撃った。
「サンキュー。」
俺はジェイソンに向かって親指を立てた。
ジョーカーが俺の存在に気が付くと普段と何も変わらない、気味悪い表情で挑発してきた。
「HA-HAHAH・・・テディ、お前は・・・・。お前が一番望んでいた〝家族〟に殺せれる。やれ、ナイトウィング。こいつの力は強大だ。ゴッサムを滅ぼすぞ。さぁ、殺れ！正義の味方は一人を救うために何千人も犠牲にするのか？それが、バットマンの教えか？」
何とでも言えばいい。何千人も犠牲にするつもりはないし、テディも犠牲にしない。お前が書いたシナリオになんかめっぽう乗るつもりはない。

チャンスは一度。ジェイソンと俺の息が合うかで決まる。













【視点→ティム】
「なんだよこいつら。斬っても斬っても全然へらないじゃん。」ダミアンが文句を言い始めた。
「取り敢えず今は、この人形がブルースたちを邪魔しないように食い止めることを優先するんだ。」俺は、四十八体目の人形を破壊した。
「こいつら、操られているから動きがパターン化していると思ったらまるで意思でも持ってるかのように動くからうっとおしいよ。」ダミアンは跳びかかってきた人形を迎え撃った。
「テディの暴走を止めない限り、この人形はいなくならないよ。」普段は軽いはずのスティックも流石に腕に疲れを感じてきた。
「ったく。父さんたちは何やってるんだ。（｀＃/)」ダミアンは声を張り上げる。
バットマンのサイドキックになるにはまだまだ精神面を鍛えないといけないな。と頭の隅で考えていた。そういえば俺がロビンをやっていた時、ブルースに指摘されたのは、戦中に余計なことを考えることだっけ。
「くそっ。」ダミアンが額に汗を流しながら人形を破壊する。いつもの俊敏さが見られないことから、そうとう体力を消耗しているようだった。
俺は、スティックをしまい素手で応戦した。スティックを使った方が効率は良いが余計な空気抵抗が掛かる為、かなり腕にくる。
「まずいぜ。囲まれた。」ダミアンが落ち着いた口調で言った。
「悪いけど、人形に遊ばれるのは御免だよ。今だけ俺のサイドキックになってくれるよね？」
「今だけな。俺が一番のサイドキックだってところ見せてやるよ。バックは任せろ。」ダミアンは息を上げながら言った。子供のくせに大口を叩く奴だ。だがおかげで俺は正面の敵だけに集中することが出来た。













【視点→ディック】
「テディよせ。こいつを殺しても、なんの意味もない。ただこいつの思い通りになるだけだ。」そうだ。ジョーカーという男は自分が殺されることも楽しんでいる。テディがここでジョーカーを殺れば、永遠に裏切られた気持ちと怒りから解放されずジョーカーという男の影を引きずりながら生きることになる。そうなれば、もう彼を救うことは出来なってしまうだろう。それだけは、絶対にさせてはいけない。
「テディ・・殺せ。ナイトウィングを。あいつは必ずお前を裏切るぞ。お前みたいな凶悪なやつを・・・・受け入れると思うか？お前が望んだ結末は永久に訪れない。」
テディは相変わらず何も言わず憎悪と悲しみに満ち溢れた瞳をジョーカーに向けたままだった。
俺は、スティックを手放した。
頼んだぞジェイ・・・。
「今だレッドフード。糸を狙い打て。」ブルースが叫ぶと共に、フルオートにセットされた銃弾が、テディと本体を繋ぐ糸を正確に狙い打って行った。その隙に俺は、テディの両腕を掴みジョーカーの首から離した。
途端に、ものすごい力で抵抗され、床に振り落とされた。まずい。だが、攻撃はしない。俺は心に決めていた。
ただ、歩み寄ってくるテディを見つめた。ジョーカーはナイトショーでも見ている客のようにはしゃいでいる。最後に、一発だけジョーカーを殴りたかった。
「結局、俺は・・・・・・。」ぴたりとテディの動きが止まる。
「どうした。今から面白い所じゃないか。続けろ、テディ。」ジョーカーが冷たく重い声で言った。
「・・・・。出来ない。」
テディの頬をつたう雫が見えた。その緋色に澄んだ目を見て俺はようやく全てに気が付かされた。
大げさな爆発事件、あれは楽しむためにやった訳じゃなかったんだ。ただ、俺に会うためにやったんだ。ティムが疑った少年、そしてあの日すれ違ったフードの少年。あれもテディだ。断片的にすべてを思い返す。そして、ジョーカーが言った言葉。〝俺様の人形ちゃんは、おもちゃを全部隠している。〟この言葉の意味。それは〝テディはこのケイブの在り処を隠している〟という意味だったんだ。ジョーカーが薬を完成させてもここの場所は言わなかったんだ、それは・・・・。
そして、ジョーカーを追ってきた、それは・・・・。俺は、今までテディに対して大変な誤解をしてきたことに胸が痛くなった。間接的にしか伝えられない彼を完全に凶悪な奴だと決めつけてきていた。
「悪かったな・・・・・。」今はこれしか言えなかった。
「あーあー。全く、俺様の楽しみをぶち壊して。こんな終り方じゃあ映画館で寝る人増出じゃないか。全く物語センスが無いね。」ジョーカーは怒り交じりに言うと、ジョーカーはテディに歩み寄った。振り返ったテディに体当たりをする。
「悪いけれど、ハッピーエンドは大っ嫌いなんだ。人形ちゃん。」
見ると、テディの左胸にナイフがしっかりと刺さっていた。テディは痛みのせいで、背中を丸め口から血を吐き出す。その横でその様子を見ていたジョーカーが最後に一言だけ言った。
「残念だ。君は本当に良い友人だった。いくら君でも心臓をやられたら治せないだろう？」と。
テディは奥まで刺さったナイフを抜こうとしながらジョーカーを睨みつけた。おぼつかない足取りでジョーカーの方へ歩み寄るが、すでにバケツをひっくり返したほどの血を出した彼が歩けるのはたった二歩が限界だった。俺が、テディに駆け寄る前に、ジョーカーはテディをケイブの底へ蹴とばした。
「よせっ！」俺は無我夢中でテディの後を追った。片手でグラップネルガンに手をかける。
カチャ
グラップネルガンが嫌な音を立てた。どうやら先程の衝撃でいかれて中でワイヤーが絡まっている音がした。俺とテディは暗いケイブの谷へと落ちていった。音の無い風が体に当たる。ジョーカーが俺たちのことを今どんな顔で見ているかなど想像もしたくなかった。ようやく俺は、白く小さな手を握ることが出来た。よく見れば、小さな亀裂が入っていた。彼は人間では無かった。だがそんなことなどどうだってよかった。俺はテディだけは助けてやりたいという一心で握った。ほんの数秒テディは顔を俺に向けて別れでも告げているような顔をみせた。テディがかすかに最期に何かつぶやくと俺の身体は何かに釣り上げられていった。知らぬ間に俺の手からテディの手はすり抜けていた。俺の手にはただ、赤い血が残されただけだった。テディとの距離が遠くなっていく。俺はまるで、人間に釣られるのを拒む魚の様に必死に抗った。見えない糸に怒りを覚えながら、俺は精一杯手をテディに伸ばしたが届きそうになかった。それでも、俺は届かない手に向かって伸ばし続けた。


























【視点ジェイソン】
ディックがあいつを殺れるわけが無かった。なんせお人好しだから。
いや、戦うこともできないだろうな。だから俺があいつを止める必要がある。ティムには出来ない。あいつは感受性が豊かだから。といってダミアンにあいつを倒すことは不可能だ。ブルースか俺しかいない。だが、ブルースにこんなきまりの悪い仕事は・・・・。
気がつけば俺はグラップネルガンでテディの背後に迫っていた。
背中はがら空きだ。
左右のホルスターから銃を取り出し、引き金に手をかけた時、俺は大きなミスをした。
あいつは銃の弾を簡単によけることが出来るほどに神経が鋭いということを忘れていた。
俺の思っていたとおり、あいつは俺の存在に気がつき、右手を俺の目の前に突き出すと、見えない衝撃波が体を地面に叩き付けた。脳振盪でも起こしたぐらいの目眩に襲われ、遠くで叫ぶディックの問いかけに答えられない。
左腕は折れたのか、痛みだけで動かない。
三階にいるディックに向かって俺は何かを言うとその場に座り込んだ。
相当なダメージを食らったようだ。もう一度死んでもおかしくは無かった。
三階にいるディックは一体どうするつもりなのだろうか、俺は壁で体を支えながら立ち上がった。幸いにも足は動く。
グラップネルガンを使い、再びディックの元へ急いだ。ディックとブルースがなにやら話している。あまり状況は良くなっていないようだ。
「レッドフード。いけるか？」ブルースが俺の存在に気がつき、話す。
「・・・・。左腕は完全に折れたがいけるぜ。」いけるかどうかはわからない。俺の戦闘能力は先ほどよりも半分になるんだからな。ブルースは本当に人を酷使するやつだ。俺がそう言うと、すぐに作戦を切り出した。ノーという選択肢は元から無いってことか。
「私がマネキンの相手をする。レッドフード。おまえはやつの糸を狙え。その隙にナイトウィングはテディを救出しろ。」
すべての神経を使った。二十いや三十とある目を懲らさなければ見えない糸の一本一本が的だ。一発一発ご丁寧に撃ってなどはいられない。フルオートで全て撃ち切り落とす。笑える。やってやろうじゃんか。
「今だレッドフード。糸を狙い撃て。」ブルースの合図と共に俺の手は動いた。俺の撃った弾は全て正確に糸を切り落とした。左腕が使えない分安定さにかけるはずなのに、俺の正確さは全く落ちてはいなかった。誰かさんと似て、日頃の特訓はやっていたからな。
さて、あとはディックにマネキンを近づけないようにしなくては。一階を眺めると、ティムとダミアンがマネキンに囲まれていた。
「おい。生きているか、三代目？」俺は少し笑みを浮かべながら言った。
「あぁ、大丈夫。」どう見ても手が必要な状態だ。
「何が大丈夫だよ。あの馬鹿。」俺は手こずりかけているティムの元へ加勢に入った。
「おい、バットマンはどうした？雑魚の相手をやっつけるとか調子良いこと言ってたやつは？」本当にどこぞとふらっと消える。
「あそこで、囲まれているよ。」全く気は乗らなかったが、ブルースを助けることにした俺は、マネキンの大衆に向かって銃を向けた。ブルースなら俺の銃弾をよけれるだろうと思いながら容赦なく撃つ。二、三発撃ったところで異変に気が付いた。
「一体どうした？」目の前にいたマネキンが蒸発し始めたのだ。
「な、なんだよ！」ダミアンが下手物でも触ったかのような顔をした。
「どんどん消えていく。まさか、ディックが倒しちゃったのか？」ティムは不安げな顔を浮かべた。風が変わった。頭上から何かが落ちてくる音がした。ディックとテディだ。二人とも明らかに様子がおかしい。グラップネルガンがおかしくなったようだ。
「ナイトウィング！」俺ら四人が見たのは落下するテディとナイトウィングの姿だった。助けに向かおうとしたが、マネキンの蒸発のせいで視界が晴れない。霧がかった空間にいる四人が聞いた音は、認めざるおえなかった。それは、物が地面に叩き付けられた絶望を呼ぶ音だった。最初に駆け寄って行ったのはブルースだった。俺もかき立てられるように後についていくと、左胸を見事にナイフで貫かれたテディがぐったりと倒れていた。
「まずい・・・。瞳孔が開いている。呼吸も浅い。」ブルースが冷静にテディを診断し始めた。
左胸からの出血がひどかった。霧の中から誰かが駆け寄ってきた。ディックだ。
「テディ！」ディックの顔は青ざめていた。無事だったのか。と誰もが思ったに違いない。
「テディがこの糸で助けてくれたんだ。」ディックは息を荒げながら言った。最後の力を振り絞ったに違いない。
「ディック。止血を頼む。まだ、助かるかもしれない。俺はアルフレッドを呼んでくる。」そう言うとブルースは駆け足でケイブを後にした。




なんでっ・・・助けるんだ・・・。遠のく意識の中で僕はそう思った。
嗚呼また、あの夢の続きがはじまった。恐らくこれは夢なんかじゃないのだろう。
―僕は病院にいる。ルレオ医師が僕に話しかける。
〝Hej God morgon Teddy Grayson（やぁ、おはよう。ティディ・グレイソン）〟
奥でハドソン夫妻が話している。
「新聞で載っていたんだけれど、グレイソン夫妻が殺されてもう何年もたつのにまだ犯人が捕まっていないそうよ。あの子供はどうなったのかしら？」ため息交じりに女の人の声が聞こえた。
「さぁあまり詳しいことはわからないが、誰かに引き取られたと聞いたよ。」男は部屋の外にある椅子に座る妻の隣に腰を掛けた。彼は、警察官だった。
「そう・・・。」女は肩を落とした。彼女はあの夜事件現場にいたのだ。声が出ないほど恐ろしい場面を目にしてしまった。その場面を一番真近で見ていたあの男の子がどうなってしまったのか気になっていた。彼女は昔、実の妹と父を交通事故で無くしていた。運よく彼女と母親は逃れることができた。彼女はその全貌を見てしまったのだ。だからあの少年の気持ちがわかった。まるで自分のことのように心が痛かった。彼女の顔色が一向に明るくならないのを見て、男は一声を放つ。
「もう、あの晩のことを思い出すのはよそう。」そうだ。これから私たちには幸せが訪れるのだから。
「そうね。」彼女は少しだけ口角をあげた。 
「ハドソン夫妻どうぞこちらへ。」白い重そうな扉が開いた。日の明かりが入らないうっすらとした部屋の中、ベッドに寝ている僕の横に歩み寄る二つの影。
「こんにちは、テディ。」夫妻は満面の笑みを浮かべた。ルレオ以外の人間を見るのは初めてだ。話してみたい。だけど今の僕には話すことどころか、立つことさえも出来ない。
「ルレオ、早速だがこの子について教えてくれるか？どうしても妻がお前からメールを受け取った時からこの子を引き取りたいと騒いでいてな。」男が真剣な顔をして言った。
「似ているのです。彼に。」女は誰にも聞こえないような声で言った。実際、男とルレオには聞こえていないようだった。
ルレオは折り畳み式の椅子を二つ持ってくると夫妻を椅子に座らせた。
「実は全く何もわからないのです。名前はテディ。それぐらいです。」
嘘だ・・・。ルレオは全て知っている。僕が何者で、どうやって生まれたかを・・・。彼が真実を述べなかった理由。
それは、ここにいるバットマンたちと同じく
〝助けてやりたい〟それだけだった。
テディがグレイソン家であることがばれてしまえば、どこかでグレイソン家を襲撃した者が嗅ぎ付けるに違いない。そうなれば奴らはテディを殺す可能性もある。
ディック・グレイソンが密かに誰かに引き取られたのが良い証拠だ 
それに、ルレオはもう一つ願いがあった。
残り短い人生の自分と一緒にいるよりは、人間らしくどこかで家族と暮らしてほしかったのだ。
夫妻が病室からでると、ルレオは最後にこう言った。
「Ledsen・・・。」（すまない・・・。）
彼は、ジレニア（記憶忘却薬）を飲ませた。――――――




ティムはピクリとも動かないテディに駆け寄った。
（さっきまで動いていた人形が動かなくなった・・・マズイ）
ティムはテディの意識を確認する。
大量の血がケイブの地面を染めていた。
「しっかり、しっかりするんだ。」
ブルースはテディの体を揺さぶった。ディックとティムが近づいてきた。ジェイソンは壁にもたれながらこちらの状況をまじまじと見ていた。
「・・・・・うっ・・・・・・。」
(生きている)
ティムは喜びと驚きで声が震えていた。
テディは口を開いて話し始めた。
「なんで・・・助けるんだ・・・僕は・・いっぱい・・いっぱい取り返しのつかないことをしてきたのに・・・・卑怯で卑劣で・・・人を傷つけることしか出来ない・・・・でも、独りはいやで・・・本当はいつも・・・。」
口に出すことによって今までためていた堰が切れた。
「何処にいても居場所がない・・・だれからも必要とされていない・・・僕を、僕を・・・・見てよ。こんな・・こんな僕なんていらない・・・僕には優しさも何も・・・何もかも無いんだっ・・・こんな・・こんな。」
涙が言葉と共に滝の様にあふれ出した。
「もう・・いい。もうそれ以上・・・。」ディックは血で汚れたテディを強く抱きしめた。
「何もないなんて・・・自分はいらないなんて・・簡単に言うなよ。テディ、君とは生まれ育った場所は違うけれど、君は俺の弟なんだ・・・居場所がないなら、ここを居場所にすればいい。」ディックの青い瞳はしっかりと力強くテディを見つめた。
ブルースがテディの方に手を置いてこう言った。
「お前はさっき、自分は人を傷つけてばかりだと言ったが、君はディックを助けたじゃないか。人を守ることは、当たり前のことだが人を傷つけることよりも難しい事なんだ。たとえ守ろうと思ったって、時には守れに事もある。救えない時だってある。でもこれだけは言える。いつでも救える確率がわずかにでもあるならば俺たちはその確率を使って助ける確率を上げる。そこに理屈なんか必要ない。俺たちと来い。ティディ君の力をそんな風に使ってはみないか。ここに居る者はみんな君を受け入れてくれるはずだよ。」ブルースはディック達に目を向けた。
「もちろん。大歓迎だよ。」ティムが切出した。
「いいよーただし俺の手下になるけどねー(ﾟ∀ﾟ)」
「別に、かまわないぜ。俺は。」





「何が、別に構わないぜだよジェイｗ一番そういう事に敏感なくせに( *´艸｀)」
ティムの眼が呆れかえる。「ちっ、今回半分以上役立ってねぇくせに。」ジェイソンとダミアンの日常的な会話が始まった。
「ははっ、それでどうするの。」ディックがテディに尋ねる。
「君の好きな方を選べばいい。自分の道は、自分で選べ。だが、居場所が欲しいなら、誰かに認められたいなら、その足だけはどんなに辛く苦しくてもとめるな。」
僕の答えは決まっていた。
「・・・。いきます。」僕はこの言葉しか思いつかなかった。
「アルフレッド、直ぐに手当の準備だ。ジェイソン！」ブルースがジェイソンを呼んだ。ジェイソンは面倒くさそうに歩いてくる。
「・・・なに？」全く不愛想な男だとブルースは思ったが、逆に愛想の良いジェイソンもどうかとは思えた。
「その折れた腕、これで何とかしろっ。」ブルースはジェイソンに救急箱を投げつけた。（お互い人間関係が下手くそだなぁ・・・。）ティムはそう言いつつも自然と笑みがこぼれた。そんな顔をしていると、ジェイソンが睨みながら叫ぶ。
「おい、なに笑ってんだ、三代目！おまえまじで殺すぞ。」（やばいっ。）
「いや、何も。」口が裂けても二人が似たもの同士とは言えなかった。言えば確実に葬られる。
一方テディは貫かれた胸をまじまじと見つめた。ディックが止血をしているが止まりそうになかった。ディックはテディの容態を確かめながら、アルフレッドを待った。そこへ治療を終えたジェイソンがやってきた。
「おい、ティディ。」ジェイソンは座る気配もなく、立ったまま話し始めた。
「お前は出来そこないの人間でも卑怯者でもねぇよ。自分で迷いどちらが正しいか、気づき行動したんだからな。本当の卑怯者つう者はなぁ、自分で考えようともしねぇし、動こうともしねぇ。ただ今の自分に嘆いて、苦しむだけの、自分を持ってねぇ筋のねぇ奴のことを言うんだ。
それに、人間誰しも出来損いさ、俺も悪い癖はなかなか治んねぇしなっ。だけどみんな出来損ないだから支え合い、互いに補っていくんだ。ははっ、気づいたらこんなにも切っても切っても切れねぇ鎖のようなうっぜぇ仲間が出来るもんだぜ。お前も出来損ないなら、俺たちの仲間だな。」
ジェイソンはテディの肩に軽く拳を入れた。
「これで借りは返したぜ。」途切れ賭けの意識の中でこの言葉だけはしっかりと聞こえた。



強くなろう。力だけじゃない。
どんな時でも、仲間を助けられるぐらい。自分を変えれるぐらい。
そして、僕は彼らと同じくこの町を・・・・ゴッサムシティを守っていく.。




強くなろう。力だけじゃない。
どんな時でも、仲間を助けられるぐらい。自分を変えれるぐらい。
そして、僕は彼らと同じくこの町を・・・・ゴッサムシティを守っていく.。












　　　もう一つの選択。
DCコミックにはいつでも別世界が存在する。












































































　　あとがき
初めまして、アタＴＮです。おもにラストを担当しました。バットマンファミリーで一番好きなキャラクターはディックです。この小説をみていてもわかる通り、ディックの問題、ジェイソンの過去、そしてテディについての三つで構成しています。テディが半分人形だと言うことがわかったところでもう一度読み直してみると結構いろいろ面白いところがみつかると思います。たとえば、ジュンさんが書いた、第一章でテディがギルに自分の技を見せるところがあるのですが、そのとき中指と小指だけまげた。とあるのですが皆さんできますか？どうしても薬指が少しまがりますよね。こういったところに、テディが人間ではないヒントがあります。探してみてください。そして素晴らしい挿絵とイラストを描いてくださったぬこ三とポスター絵を描いてくださったやねんさんありがとうございました。そして、この本を購入してくださった読者の皆さん。最後まで読んでいただきありがとうございました。


（あとがき）
最後までお読みいただき、有難うございます。
今回、初めて同人小説を書きました。きっかけは色々あるのですが、一番は自分のオリジナルキャラクターを出してみたいなという何とも軽い気持ちからでした。非公式キャラ、ティディ・グレイソンは昨年の十月三十一日に何気なく友人にハロウィンぽいロビンを描いたものがティディになりました。
バットファミリーは一人一人が本当に個性的？でどのキャラクターも大好きです。色々設定上、原作とはかけ離れているところもありますが、ご了承ください。DCワールドはコロコロ変わります。そういうところがとても好きです。
ティムの扱いが多少荒くなりましたが・・・・。
本作の挿絵、および素晴らしい表紙と背表紙、折り込み紙を描いて下さったぬこ三様、そして付録のポスター絵を描いて下さった、さやかやねん様本当に有難うございました。この場を借りまして、お礼を申し上げます。
最後に今後のバットマンファミリーの活躍を期待しています。
最後までお読みいただき、本当に有難うございました。

ジュン　
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